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特 集 越谷が生んだ洋画家 斎藤豊作 ～華やかな色彩の点描画法で、日本洋画壇に新風を吹き込んだ人～………�～�
特 集 3.11ドキュメント、震災対策………………………………………………………………�～�
特 集 ～９月１０日～１６日は自殺予防週間です～

一人でも多くの命を救うためにあなたの周りの「いつもと違う」に関心を！………�～�
パティシエ ヒロ・タカイさん…………………………………………�

《イベントガイド》サンシティ、科学技術体験センター、児童館コスモス・ヒマワリ……………………	～

老人福祉センターけやき荘・くすのき荘・ゆりのき荘、越谷市民プール

生涯学習
メニュー

深深
くく
残残
るる
震震
災災
のの
爪爪
跡跡
、、

復復
興興
支支
援援
にに
助助
けけ
合合
いい
のの
力力
をを
。。
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東東
日日
本本
大大
震震
災災
とと
防防
災災
をを
考考
ええ
るる

折り込まれて
います

岩手県陸前高田市でがれきの撤去を行うボランティアの皆さん（P１０参照）▲がれきの中で見つけた一輪のヒマワリ
（後ろには津波で打ち上げられた車）
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豊
作
は
フ
ラ
ン
ス
生
活
が
長
く
、
帰
国
し
な

か
っ
た
た
め
、
現
存
す
る
作
品
が
少
な
く
知
名

度
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
点
描
表
現

な
ど
を
日
本
の
美
術
雑
誌
で
解
説
す
る
な
ど
、

日
本
の
近
代
絵
画
史
に
と
っ
て
重
要
な
画
家
で

す
。作

品
の
特
徴
は
、
光
輝
く
点
描
表
現
で
す
。

作
品
「
残
れ
る
光
」
を
見
る
と
、
影
の
中
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
色
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
そ
の
こ
と

で
光
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
輝
く
絵
に
な
っ
て
い
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
作
品
は
印
象
派
的

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
印
象
派
の
絵

と
異
な
る
点
が
あ
り
ま
す
。
豊
作
の
絵
は
、
色

彩
か
ら
発
せ
ら
れ
る
光
に
湿
度
を
感
じ
る
の
で

す
。
こ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
描
か
れ
た
の
で
す

が
、
豊
作
の
心
に
は
い
つ
も
越
谷
の
風
景
が
あ

っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

越
谷
で
生
ま
れ
、元
荒
川
の

岸
辺
で
過
ご
し
た
幼
少
期

斎
藤
豊
作
は
、
明
治
１３
年
（
１

８
８
０
年
）
６
月
２２
日
、
大
相
模

村
（
現
在
の
越
谷
市
相
模
町
７
丁

目
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

家
は
江
戸
時
代
か
ら
続
い
た
名

主
で
、「
味
噌
屋
」
と
呼
ば
れ
る

醸
造
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。

幼
少
期
を
相
模
町
の
元
荒
川
の

岸
辺
で
過
ご
し
た
豊
作
は
、
大
相

模
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
大
相
模

小
学
校
）、
越
ヶ
谷
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
、
伯
母
の
養
子
と
な
り

上
京
し
ま
す
。

黒
田
清
輝
に
学
び
渡
仏
。

点
描
表
現
に
影
響
を
受
け
る

１９
歳
で
東
京
美
術
学
校
（
現
在

の
東
京
藝
術
大
学
）
に
入
学
す
る

と
、
黒
田
清
輝（
※
）ら
に
西
洋
画

を
学
び
ま
す
。

※
黒
田
清
輝
は
明
治
・
大
正
期
に

活
躍
し
た
日
本
洋
画
界
の
重
鎮

で
、
帝
国
美
術
院
院
長
や
貴
族

院
議
員
に
就
任
し
、
美
術
教
育

者
・
美
術
行
政
官
と
し
て
美
術
界

に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
後

の
明
治
３９
年
（
１
９
０
６
年
）
に
、

２６
歳
の
豊
作
は
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り

ま
す
。

当
時
の
パ
リ
は
各
国
の
画
家
が

競
っ
て
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

の
画
風
を
作
り
あ
げ
、
多
く
の
芸

術
家
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

豊
作
も
パ
リ
を
訪
れ
、
鮮
や
か
な

色
使
い
で
知
ら
れ
る
画
家
の
ア
ン

リ
・
マ
ル
タ
ン
の
点
描
表
現
に
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の
後
、

パ
リ
の
郊
外
で
い
く
つ
か
の
絵
画

を
制
作
し
、
帰
国
し
ま
す
。

「
二
科
会
の
花
」と
呼
ば
れ
、

フ
ラ
ン
ス
人
画
家
と
結
婚

豊
作
の
絵
画
の
強
い
色
彩
と
華

麗
な
点
描
表
現
は
、
帰
国
後
に
出

品
し
た
文
部
省
美
術
展
覧
会
（
文

展
）
な
ど
で
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
正
３
年（
１
９
１

４
年
）に
画
家
仲
間
と
二
科
会（
現

在
も
二
科
展
な
ど
で
知
ら
れ
る
美

術
団
体
）
を
設
立
し
ま
す
。
こ
の

こ
ろ
の
作
品
は
、
絵
具
を
で
き
る

だ
け
混
ぜ
合
わ
せ
ず
、
色
彩
を
分

割
し
て
キ
ャ
ン
バ
ス
に
塗
っ
て
い

く
こ
と
で
、
光
り
輝
く
陽
光
や
大

気
の
み
な
ぎ
り
を
表
現
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
華
や
か
な
色
彩
の
点

描
画
法
で
「
二
科
会
の
花
」
と
賞

賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
年
、
来
日
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

の
女
流
画
家
カ
ミ
ー
ユ
・
サ
ラ
ン

ソ
ン
と
結
婚
を
し
て
い
ま
す
。
カ

ミ
ー
ユ
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
鉱

山
王
と
称
さ
れ
た
富
豪
の
一
人
娘

で
し
た
。

再
び
渡
仏
。

地
方
の
古
城
で
暮
ら
す

そ
の
後
も
作
品
を
二
科
展
な
ど

に
出
品
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
正

８
年
（
１
９
１
９
年
）
の
出
品
を

最
後
に
、
夫
人
と
子
ど
も
を
連
れ

て
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に

再
び
渡
仏
し
ま
す
。
こ
の
渡
仏
の

理
由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

病
気
が
ち
な
夫
人
の
た
め
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
パ
リ
南
西
部
の

サ
ル
ト
県
ヴ
ェ
ヌ
ヴ
ェ
ル
に
あ
る

古
城
を
手
に
入
れ
、「
半
農
半
画

人
」
と
称
し
て
、
描
き
た
い
と
き

に
絵
を
描
き
、
自
由
に
暮
ら
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

作
品
に
は
、
徐
々
に
日
本
風
の
題

材
や
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
制
作
は
続
け
た

も
の
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
発
表
せ

ず
、
日
本
の
美
術
界
や
フ
ラ
ン
ス

の
美
術
界
と
も
疎
遠
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で

日
本
人
画
家
を
支
え
、

７１
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る

美
術
界
と
疎
遠
に
な
っ
て
も
豊

作
の
周
り
に
は
洋
画
家
の
岡
鹿
之

助
な
ど
、
日
本
か
ら
渡
仏
し
た
多

く
の
画
家
た
ち
が
集
ま
っ
た
よ
う

で
す
。
豊
作
は
彼
ら
の
パ
リ
の
展

覧
会
へ
の
出
品
な
ど
を
、
支
援
し

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

始
ま
る
と
、
敵
性
外
国
人
と
し
て

強
制
収
容
さ
れ
、
抑
留
生
活
か
ら

体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
昭
和
２６
年
（
１
９
５
１

年
）
１０
月
７
日
、
豊
作
は
帰
国
す

る
こ
と
な
く
、
ヴ
ェ
ヌ
ヴ
ェ
ル
の

自
宅
で
７１
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し

た
。
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越
谷
が
生
ん
だ
洋
画
家
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作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作

〜
華
や
か
な
色
彩
の
点
描
画
法
で
、

日
本
洋
画
壇
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
人
〜

東京赤坂の自宅庭で、夫人と長男と一緒にくつろぐ豊作（大正５年）
写真提供／埼玉県立近代美術館

人
は
豊
作
を
「
二
科
会
の
花
」
と
呼
ん
だ

斎藤豊作は、大正から昭和にかけて
活躍した洋画家で、埼玉県の洋画史の
最初の一頁を飾る人物の一人です。
越谷に生まれ、幼少期を元荒川の岸
辺で過ごし、フランスのサルト県ヴェ
ヌヴェルでその生涯を閉じました。今
年は没後６０年に当たります。

《
残
れ
る
光
》
１
９
１
０
年

／
油
彩
（
さ
い
か
つ
農
業
協
同
組
合
蔵
）

この秋、斎藤豊作の作品
２６点が越谷に集まります！

斎藤豊作展
越谷が生んだ洋画家、
華やかな色彩の世界

日時
９月２８日�水～

１０月１０日（月・祝）、
１０：００～１７：００
（入場は１６：３０まで）
会場 サンシティ展示ホール

＊入場無料

ギャラリー・トーク
「フランス風景と斎藤豊作」
日時 １０月９日�日

１１：００から・１４：００から
（２回実施）

会場 サンシティ展示ホール
内容 画家で越谷市郷土研究

会員の竹村克男さんの
お話

対象 各回３０人（当日先着順）
＊参加無料

主催／財団法人越谷市施設管
理公社

問 越谷コミュニティセンタ
ー・文化事業課�９８５－１１１３

《にわか雨》１９３０年／油彩（埼玉県立近代美術館蔵）

豊作が暮らしていた古城
写真提供／埼玉県立近代美術館

日本の近代絵画史にとって
重要な画家である斎藤豊作。
フランスで暮らしていても、
心には故郷・越谷の風景が
あったのかもしれません。
元埼玉県立近代美術館学芸員

松永 康さん

斎藤家の跡地にはシイの
木が残っている

《
風
景
》
１
９
１
０
年
頃

／
油
彩
（
越
谷
市
立
図
書
館
蔵
）

《
春
の
山
》
１
９
３
９
〜
４
０
年

／
パ
ス
テ
ル（
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
蔵
）
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特集

３．１１
記録

３
月
１１
日
、
午
後
２
時
４６
分
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
観

測
史
上
最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
を
記

録
し
、
東
北
地
方
や
関
東
地
方
の
太
平
洋

沿
岸
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

越
谷
市
で
は
、震
度
５
弱
を
記
録
し
ま
し

た
。１１
日
の
午
後
３
時
３０
分
に
災
害
対
策
本

部（
本
部
長
高
橋
努
市
長
）を
設
置
し
、情
報

収
集
を
行
い
ま
し
た
。本
部
で
は
、テ
レ
ビ

に
映
し
出
さ
れ
る
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
く

悲
惨
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、

市
内
の
情
報
を
収
集
し
て
い
き
ま
し
た
。

直
後
は
被
害
状
況
の
把
握

帰
宅
困
難
者
1
5
0
0
人
、

対
応
に
追
わ
れ
る

鉄
道
が
運
行
を
休
止
し
て
お
り
、
各
駅

に
人
が
留
ま
っ
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り

ま
し
た
。
特
に
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅
で
は
、

お
よ
そ
６
５
０
人
が
帰
宅
困
難
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
帰
宅
困
難
者
に
対
し
、新
越
谷

駅
と
南
越
谷
駅
は
、越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、越
谷
駅
は
中
央
市
民
会
館
に
、レ

イ
ク
タ
ウ
ン
駅
は
大
相
模
地
区
セ
ン
タ
ー

（
イ
オ
ン
で
も
一
部
受
け
入
れ
）に
誘
導
し
、

毛
布
や
食
料
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
結

局
、鉄
道
の
運
行
の
再
開
は
翌
朝
と
な
り
、

避
難
所
で
夜
を
明
か
す
人
も
い
ま
し
た
。

市
内
の
被
害
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
倒

壊
・
瓦
の
崩
落
、
け
が
人
も

公
共
施
設
も
被
害
を
受
け
る

市
内
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や
瓦

の
落
下
な
ど
１
１
８
件
の
物
損
被
害
が
、

ま
た
ケ
ガ
な
ど
の
人
的
被
害
は
８
件
あ
り

ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
総
合
体
育
館
な

ど
公
共
施
設
で
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

給
食
は
、
２
日
間
は
弁
当
の
持
参
を
お
願

い
し
、
ま
た
、
半
日
授
業
に
切
り
替
え
る

な
ど
の
対
応
を
し
ま
し
た
。
急
き
ょ
３
月

補
正
予
算
案
を
追
加
で
提
案
し
対
応
し
ま

し
た
が
、
修
繕
が
完
了
す
る
ま
で
、
一
部

の
施
設
で
は
利
用
が
で
き
な
い
な
ど
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
制
約

東
京
電
力
が
、
３
月
１４
日
か
ら
計
画
停

電
を
実
施
す
る
と
３
月
１３
日
に
急
き
ょ
報

道
機
関
に
発
表
し
ま
し
た
。
電
力
の
供
給

が
止
ま
っ
た
場
合
、
本
庁
舎
で
は
自
家
用

発
電
機
で
対
応
し
ま
す
が
、
本
庁
舎
と
第

二
庁
舎
す
べ
て
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
電
算
機
器
を
稼
動
さ
せ
る

部
署
を
限
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
庁
舎
以
外
の
公
共
施
設
で

は
、
夜
間
の
利
用
を
制
限
し
た
り
、
計
画

停
電
実
施
時
間
中
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
一
時
停
止
し
た
り
す
る
な
ど
の
措
置

を
と
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
停
電
の
実
施
時
間
に
つ
い
て
は
、

防
災
行
政
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
越
谷

シ
テ
ィ
メ
ー
ル
を
活
用
し
、
毎
日
の
よ
う

に
情
報
を
発
信
し
ま
し
た
。

被
災
地
へ
救
援
物
資
を
支
援

３
月
１９
日
か
ら
救
援
物
資
の
受
け
付
け

を
、
市
立
第
一
体
育
館
で
始
め
ま
し
た
。

３１
日
ま
で
の
１３
日
間
で
、
延
べ
１
５
９
０

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
２

９
１
５
件
の
物
資
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

避
難
住
民
の
い
る
二
本
松
市
、
相
馬
市
、

郡
山
市
な
ど
に
救
援
物
資
を
輸
送
し
ま
し

た
。

●特集

ドキュメント
未
曽
有
の
災
害
、
東
日
本
大
震
災
。
今
も
復
興
の
道
を
探
っ
て
お
り
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
震
災
を
教
訓
に
行
政
も
市
民
も
災
害
に
対
す
る
思
い
を
新
た
に
、

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

３
月
１１
日
か
ら
今
日
ま
で
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
振
り
返
り
ま
す
。

１ 市庁舎の外に避難

２ 書類が散乱する
市役所の事務所

３ 避難所で休む
帰宅困難者

４ 市立第一体育館に
集まった救援物資

3月11日
１４：４６ 地震発生 越谷では震度５弱
１５：３０ 災害対策本部設置
以後、公共施設の安全点検、市内パトロ
ール、防災関連機関から情報収集
�電車不通
�水道の被害状況確認（一部給配水管の
漏水）、給水に問題なし
�帰宅困難者が駅周辺に停滞
�帰宅困難者向けに避難所開設（コミセ
ン、中央市民会館、大相模地区センタ
ー等）
＊帰宅困難者は、最大１５００人。翌朝、鉄
道の運行再開
足立区より帰宅困難者受け入れ要請
これに対し消防関係車両出動、各施設で
受け入れ準備
3月12日
�震災によって電力会社の発電設備も被
害を受け、節電要請
��日本水道協会の応援要請に基づき、
越谷・松伏水道企業団が給水応援隊（給
水車１台、指令車１台、職員４人）を
茨城県稲敷市に派遣
�水戸市へ応援物資輸送（特例市応援協
定による）
�緊急消防援助隊、岩手県陸前高田市へ
派遣（３月３１日まで）。その後も福島
県本宮市（３月２６日）、福島市（５月
１６日）に派遣
２２：１０ 帰宅困難者全員帰宅
3月13日
�計画停電実施報道（夜間に発表）
�計画停電に関する情報発信（ホームペ
ージ、シティメール）
�計画停電に関する市の業務態勢につい
て協議
3月14日
�計画停電実施に伴う対策を講ずる
�計画停電実施
3月16日
岩手県遠野市に救援物資を輸送
3月18日
�避難者対策本部設置（４月５日まで２４
時間体制）
福島原発事故に伴う福島県からの避難者
を受け入れ
�救援物資受付決定（シティメールで配信）
3月19日
�救援物資受付開始（市立第一体育館で
３月３１日まで）
3月23日
�東京都金町浄水場で水道水に食品衛生
法に基づく乳児の飲用に関する暫定的
な指標値１００ベクレル超える放射性ヨ
ウ素２１０ベクレル検出と発表。都はペ
ットボトルを配布。乳幼児の親に不安
が広がる
3月24日
�越谷・松伏水道企業団は、県から水を
購入しており、取水している庄和浄水
場・新三郷浄水場の測定値が基準を下
回っている旨をお知らせ
3月25日
�福島県二本松市（浪江町の住民が避難）
に救援物資輸送
3月29日
�埼玉県を通じ被災地へ救援物資輸送
4月7日
�福島県南相馬市（避難先の相馬市へ）、
福島県富岡町（避難先の郡山市へ）救
援物資輸送

５ 計画停電では信号も点
灯しないため、児童を
誘導

６ 受け受けた救援物資を
被災地に輸送

７ 避難所となった
くすのき荘

44
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岩手県の沿岸部の様子
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避
難
場
所
・

避
難
所
1
1
2
ヵ
所

公
園
な
ど
１５
ヵ
所
、
大
型
地
区

セ
ン
タ
ー
７
ヵ
所
に
防
災
備
蓄
倉
庫

給
水
体
制

耐
震
性
飲
料
用
貯
水
槽
を

２１
ヵ
所
に
整
備

地
震
直
後
の
情
報
の
伝
達

ま
ず
は
防
災
行
政
無
線
を
活
用

�

福
島
県
か
ら
の

避
難
者
の
受
け
入
れ

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
か
ら
３０

キ
ロ
圏
内
の
住
民
に
避
難
勧
告
が
発

出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
は
、
３

月
１８
日
に
避
難
者
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

総
合
体
育
館
な
ど
避
難
所
と
し
て
３

２
０
人
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
、

２４
時
間
態
勢
で
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
く
す
の
き

荘
、
ゆ
り
の
き
荘
）
に
は
、
３
月
１８

日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
に
２０
世
帯
６３

名
の
方
が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。
避

難
者
は
、
福
島
県
内
の
避
難
所
に
転

出
す
る
ほ
か
、市
内
の
市
営
住
宅（
家

賃
免
除
）
や
市
民
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
住
宅
な
ど
に
転
居
し
ま
し
た
。

避
難
者
が
一
歩
会
を
結
成

避
難
者
支
援
に
奔
走

避
難
所
と
な
っ
て
い
た
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
後
に
す
る
避
難
者
が
、

相
互
に
連
絡
を
取
れ
る
よ
う
に
と
４

月
に
「
一
歩
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

避
難
者
は
、
移
転
す
る
住
宅
は
み
つ

か
っ
た
も
の
の
、家
電
な
ど
の
生
活
物

資
の
不
足
や
就
労
、孤
立
感
な
ど
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
、一
歩
会
で
は
、避

難
所
か
ら
市
内
の
住
宅
に
転
居
し
た

後
も
、
支
援
者
と
協
力
し
な
が
ら
避

難
者
の
生
活
支
援
に
奔
走
し
ま
し
た
。

避
難
者
は
2
8
9
人
、

1
0
7
世
帯
に

３
月
１８
日
に
設
置
し
た
避
難
者
対

策
本
部
を
通
じ
て
避
難
所
に
受
け
入

れ
た
避
難
者
の
ほ
か
、
親
類
な
ど
を

頼
っ
て
避
難
し
て
い
た
方
が
数
多
く

い
ま
し
た
。

転
居
し
た
場
合
、
一
般
的
に
は
転

入
届
け
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
一
時
的
な
避

難
の
場
合
、
多
く
は
転
入
届
を
せ
ず

に
避
難
先
自
治
体
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
避
難
元
の
自
治
体
で
も
住
民
が

ど
こ
に
避
難
し
て
い
る
の
か
が
分
か

ら
ず
、
避
難
先
の
自
治
体
で
も
状
況

を
つ
か
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
４
月
中
旬
か
ら
避
難
者
の
情

報
を
避
難
先
自
治
体（
本
市
）に
登
録

し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
市
に
は
福
島
県
、
宮
城
県
、
岩

手
県
、
茨
城
県
か
ら
避
難
し
て
い
ま

す
が
、
登
録
者
は
徐
々
に
増
え
、
７

月
下
旬
に
は
３
０
０
人
を
超
え
、
８

月
２２
日
現
在
で
は
、
２
８
９
人
、
１

０
７
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６
月
下
旬
に
は
、
避
難
世
帯
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
実
態

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

市
と
し
て
避
難
者
の
生
活
支
援

上
下
水
道
料
金
を
免
除
、

家
電
を
提
供

避
難
者
か
ら
の
要
望
書
や
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
っ
て
避
難
者
の
生
活
の
状

況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を

受
け
、
市
も
避
難
者
支
援
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

５
月
２５
日
に
は
、
水
道
料
金
と
下

水
道
使
用
料
の
免
除
を
決
定
。

公
営
住
宅
か
市
が
あ
っ
せ
ん
し
た

住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
生
活
に
必
要

な
家
電
６
製
品
が
日
本
赤
十
字
社
か

ら
避
難
者
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
熱
中
症
に
よ

り
病
院
に
運
ば
れ
る
人
が
急
増
す
る

な
か
、
冷
房
機
器
は
寄
贈
品
目
に
な

く
、
親
類
宅
に
身
を
寄
せ
て
い
る
、

あ
る
い
は
自
分
で
賃
貸
住
宅
を
探
し

て
入
居
し
て
い
る
方
は
日
本
赤
十
字

社
か
ら
の
家
電
６
製
品
す
ら
寄
贈
の

対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
冷
房
機
器
、

家
電
６
製
品
に
つ
い
て
独
自
に
提
供

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
資
金
と
し

て
は
越
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
管

理
し
て
い
る
、
市
や
篤
志
家
の
寄
付

か
ら
な
る
「
愛
の
詩
基
金
」
の
運
用

益
を
活
用
し
ま
し
た
。
冷
房
機
４７
台

（
８
月
３１
日
現
在
）
の
ほ
か
、
世
帯

の
状
況
に
よ
り
家
電
製
品
を
提
供
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
災
害
の
予
防
、
応
急
お

よ
び
復
旧
対
策
を
定
め
た
地
域
防
災

計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
総
論
、

震
災
対
策
編
、
風
水
害
対
策
編
、
事

故
対
策
編
に
分
け
、
総
合
的
な
対
策

に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

で
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
に
、
国
を

は
じ
め
、
埼
玉
県
、
警
察
、
消
防
本

部
な
ど
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

地
震
が
起
き
て
、
市
か
ら
避
難
勧

告
な
ど
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
や
自
分

の
家
屋
が
倒
壊
す
る
危
険
が
あ
る
場

合
に
は
、
速
や
か
に
避
難
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
１
１
２

箇
所
の
避
難
場
所
・
避
難
所
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
公
園
な
ど
１５
ヵ
所
と
大
型

地
区
セ
ン
タ
ー
７
ヵ
所
に
防
災
備
蓄

倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
防
災
備

蓄
倉
庫
に
は
、
食
料
、
生
活
必
需
品
、

応
急
給
水
資
器
材
、
防
災
資
器
材
な

ど
の
備
蓄
品
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

食
料
（
ア
ル
フ
ァ
化
米
、
乾
パ
ン
、

ク
ラ
ッ
カ
ー
、
粉
ミ
ル
ク
）

生
活
必
需
品
（
毛
布
、
簡
易
間
仕
切

り
、
簡
易
ト
イ
レ
、
凝
固
式
ト
イ

レ
）

防
災
用
資
器
材
（
発
電
機
、

仮
設
ト
イ
レ
、
投
光
機
、

救
助
用
資
器
材
、
炊
飯
用

具
、
移
送
用
具
）

医
療
救
護
資
器
材
（
軽
治
療

用
医
薬
品
）

市
と
越
谷
・
松
伏
水
道
企

業
団
が
応
急
給
水
を
行
い
ま

す
。
避
難
場
所
・
避
難
所
２１

ヵ
所
に
耐
震
性
飲
料
用
貯
水

槽
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
貯
水
槽
に
は
そ
れ
ぞ
れ
１

０
０
�
、
全
体
で
２
１
０
０

�
の
水
が
貯
水
さ
れ
て
い
ま

す
。

地
震
発
生
後
の
広
報
活
動
は
、
時

間
経
過
と
と
も
に
必
要
な
情
報
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
の
程

度
に
よ
っ
て
は
、
電
気
や
通
信
網
が

使
用
で
き
な
い
な
ど
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

地
震
直
後
は
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
る
情
報
の
発
信
が
中
心
と
な
り
ま

す
。
防
災
行
政
無
線
は
昭
和
５９
年
か

ら
順
次
整
備
し
、
現
在
１
９
０
基
か

ら
必
要
な
防
災
情
報
を
放
送
し
て
い

ま
す
。
電
気
や
通
信
網
が
復
元
さ
れ

た
あ
と
は
、
防
災
行
政
無
線
に
加
え

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
）
や
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
の
発
信
を

行
い
ま
す
。

刻
々
と
震
災
関
連
情
報
は
変
化

し
ま
す
。
そ
の
つ
ど
必
要
な
情
報

を
携
帯
電
話
に
メ
ー
ル
で
配
信
す

る
越
谷
シ
テ
ィ
メ
ー
ル
が
た
い
へ

ん
有
効
で
し
た
。
利
用
に
は
登
録

が
必
要
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

登
録
を
お
願
い

し
ま
す
（
登
録

は
無
料
、
通
信

料
は
別
途
）。提

供
す
る
情
報
は

災
害
・
防
犯
・
防
災
情
報
（
防
災

行
政
無
線
の
放
送
内
容
、
災
害
時

の
情
報
、
不
審
者
情
報
）、
市
政
・

イ
ベ
ン
ト
情
報
、子
育
て
情
報（
キ

ッ
ズ
情
報
、
休
日
当
番
医
な
ど
）

で
す
。

避
難
勧
告
情
報
な
ど

エ
リ
ア
メ
ー
ル
で
発
信

市
の
避
難
勧
告
情
報
な
ど
を
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
に
配
信

す
る「
緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。
開
始

時
期
な
ど
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
合
せ

広
報
広
聴
課

�
９
６
３
�
９
１
１
７

私
た
ち
を
避
難
所
に
受
け
入
れ
て

く
れ
、
そ
れ
だ
け
で
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
生
活
に
必
要
な
物
資

の
不
足
、
雇
用
や
住
ま
い
、
孤
独
感
、

先
行
き
の
不
安
な
ど
、
課
題
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た

ち
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
欲

し
い
と
、
だ
れ
に
も
言
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
れ
で
は
何
も
進
ま
な
い
と
考
え
、

意
を
決
し
て
避
難
者
の
思
い
を
市
長

に
伝
え
ま
し
た
。

市
民
の
方
も
温
か
く
支
援
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
市
や
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
エ
ア
コ
ン
や
家
電
製
品

を
独
自
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
上
下
水
道
の
料
金
な
ど
の
免
除

な
ど
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

避
難
者
が
心
に
恐
怖
を
し
ま
い
、

ど
の
よ
う
な
思
い
で
避
難
生
活
を
送

っ
て
い
る
か
を
、
多
く
の
人
に
伝
え

る
の
が
一
歩
会
の
義
務
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
誰
ひ
と
り
孤
独
感
を

味
わ
う
こ
と
な
く
、
元
気
に
ふ
る
さ

と
に
帰
る
こ
と
を
目
標
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●特集 震災対策 ●特集 3.11 ドキュメント

東
日
本
大
震
災
で
避
難
者
は
全
国
各
地
に

越
谷
に
も
３
０
０
人
を
超
え
る
避
難
者
が

広がる避難者同士の
交流と善意の輪

７月１０日、市内の浴場施設で行われた避難者の交流会。
１００人を超える人たちが集まりました。経営者の好意に
より無料で入浴、食事、ミニコンサートを楽しみました。
市民からの支援の輪も広がり、交流会も回を重ね、避難
者の閉ざされた心も少しずつ氷解してきました。

﹇﹇
備備
ええ
るる
﹈﹈
備備
ええ
ああ
れれ
ばば
憂憂
いい
なな
しし
。。
私私
たた
ちち
はは
、、
震震
災災
にに
対対
しし
てて
どど
のの
よよ
うう
なな
備備
ええ
をを
しし
たた
らら
よよ

いい
のの
でで
しし
ょょ
うう
。。
まま
たた
、、
行行
政政
でで
はは
どど
のの
よよ
うう
なな
備備
ええ
をを
しし
てて
いい
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

耐震性飲料用
貯水槽配置図

行行
政政
のの
備備
ええ

一歩会会長

新妻 敏夫さん

震
災
関
連
情
報
の
提
供
に

効
果
を
発
揮

越
谷
シ
テ
ィ

メ
ー
ル
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基
本
は
自
分
の
身
は

自
ら
守
る〜

自
主
防
災
組
織

大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
同
時
に
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
、
消
防
や
警
察
な
ど

の
防
災
機
関
が
十
分
に
対
応
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
と
き
に
は
、
地
域
住
民

が
自
発
的
に
救
出
・
救
助
活
動
を
行

い
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
た
。
避

難
所
で
の
生
活
で
も
住
民
同
士
の
助

け
合
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
設
立
や
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
４
月
１
日
現
在
で
、
３
７

１
自
治
会
の
う
ち
２
５
０
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
組
織

率
は
６７
・
３８
％
、
世
帯
数
で
見
る
と

８３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
行
動

〜
家
族
で
の
話
し
合
い

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
次

の
点
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

役
割
を
決
め
る

地
震
発
生
時
の
役

割
や
、
乳
児
や
高
齢
者
の
保
護
を

ど
う
す
る
か
確
認
し
て
お
く

危
険
箇
所
を
確
認

家
の
内
外
の
危

険
箇
所
を
確
認
し
、

修
理
や
補
強
を
し

て
お
く

安
全
な
空
間
を
確
保

家
具
の
配
置
換

え
を
し
て
安
全
な

空
間
を
確
保
し
て

お
く
。
ま
た
家
具

の
転
倒
防
止
な
ど

も
行
う

非
常
持
出
品
の
確
認

非
常
持
出
品
の

確
認
を
し
て
お
く

防
災
用
具
な
ど
の
確
認

消
火
器
や

救
急
箱
、
非
常
用
品
の
置
き
場
所

の
確
認

連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確
認

家

族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の

連
絡
方
法
、
避
難
場
所
を
確
認
し

て
お
く

非
常
持
出
品
と

備
蓄
品
の
確
認
を

地
震
の
直
後
は
、
断
水
、
停
電
な

ど
が
発
生
し
ま
す
。
復
旧
ま
で
の
間

は
、
各
自
が
備
え
た
備
蓄
品
で
生
活

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
避
難
所

や
避
難
場
所
に
行
け
ば
、
生
活
必
需

品
や
食
料
が
す
ぐ
に
届
く
と
は
限
ら

な
い
の
で
す
。

家
屋
が
安
全
な
ら
ば
、
自
宅
で
備

蓄
品
を
使
っ
て
何
日
か
生
活
し
、
家

屋
の
倒
壊
の
危
険
が
あ
れ
ば
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
非
常
持
出
品

を
も
っ
て
避
難
所
に
移
動
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
お
宅
で
は
、
非
常
持
出

品
は
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
か
、
非
常
備

蓄
品
の
準
部
は
万
全
で
す
か
？
災
害

に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

今
す
ぐ
、
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

「
避
難
所
一
泊
体
験
実
行
委
員
会
」

（
樋
上
秀
代
表
）は
、
８
月
２０
日
〜
２１

日
、
市
立
中
央
中
学
校
で
、
避
難
所

一
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
大
地
震

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
し
た

１
日
目
を
想
定
し
、
避
難
所
で
ど
の

よ
う
に
過
ご
せ
る
か
を
実
践
し
ま
し

た
。
こ
の
実
行
委
員
会
は
、
市
内
の

障
害
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
１７
団

体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
民
主
導

の
防
災
体
験
に
市
も
後
援
し
、越
谷
・

松
伏
水
道
企
業
団
な
ど
も
協
力
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
避
難
所
一
泊
体
験
に
は
、
１

４
０
人
が
参
加
、
６４
人
が
避
難
所
に

宿
泊
し
ま
し
た
。

ま
ず
参
加
者
は
、
東
越
谷
第
二
公

園
に
あ
る
防
災
備
蓄
倉
庫
か
ら
、
リ

ヤ
カ
ー
で
水
や
毛
布
な
ど
必
要
な
物

資
を
避
難
所
に
運
び
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
分
担
に
従
い
仮
設
ト
イ
レ
の

設
置
、
食
事
の
準
備
、
発
電
機
に
よ

る
照
明
の
確
保
な
ど
、
避
難
所
の
運

営
を
実
際
に
経
験
し
ま
し
た
。

代
表
の
樋
上
さ
ん
は
、「
住
民
は
、

避
難
所
で
は
水
、
ト
イ
レ
、
電
気
、

食
料
が
ど
の
よ
う
に
調
達
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ
る
か
が
分

か
ら
な
い
の
で
不
安
。
経
験
を
す
れ

ば
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
る
。
そ
の
た
め

に
み
ん
な
が
経
験
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
語
り
ま
し
た
。

実
際
、
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、

市
内
の
各
駅
に
帰
宅
困
難
者
が
続
出

し
、
市
で
は
避
難
所
を
開
設
す
る
な

ど
の
対
応
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
余

震
が
続
く
中
、
帰
宅
困
難
者
に
安
全

な
場
所
で
待
機
す
る
よ
う
伝
え
る
、

避
難
所
ま
で
誘
導
す
る
な
ど
、
市
と

鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

東
武
鉄
道
・
新
越
谷
駅
で
は
、
９

月
１
日
、
大
地
震
に
備
え
て
、
避
難

誘
導
、
帰
宅
困
難
者
広
報
、
負
傷
者

救
出
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
越
谷
警
察
署
、
市
消
防

本
部
、
市
役
所
、
Ｊ
Ｒ
南
越
谷
駅
な

ど
の
関
連
機
関
も
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
午
前
１０
時
４０
分
に
埼
玉

県
南
部
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発

生
し
、
構
内
に
負
傷
者
や
滞
留
者
が

発
生
し
た
と
い
う
想
定
。

避
難
者
の
誘
導
は
、
新
越
谷
駅
西

口
広
場
に
避
難
さ
せ
、
そ
の
後
、
東

武
鉄
道
の
ほ
か
Ｊ
Ｒ
や
構
内
店
舗
の

協
力
で
避
難
所
と
な
っ
た
越
谷
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
誘
導
し
ま

し
た
。

震災対策●特集

耐震性飲料用貯水槽から非常用飲料水袋に
水を詰める皆さん（避難所一泊体験）

東
武
鉄
道
・
新
越
谷
駅
で

帰
宅
困
難
者
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

避
難
所
一
泊
体
験

経
験
す
る
こ
と
が

大
切

ここここここここここんんんんんんんんんんなななななななななな用用用用用用用用用用意意意意意意意意意意もももももももももも必必必必必必必必必必要要要要要要要要要要でででででででででですすすすすすすすすす
�乳幼児のいる家庭
ミルク、ほ乳びん、離乳食、ス
プーン、おむつ、洗浄綿、おぶい
ひも、バスタオル、ガーゼなど。
�妊婦のいる家庭
脱脂綿、ガーゼ、サラシ、Ｔ字
帯、洗浄綿および新生児用品、テ
ィッシュ、母子手帳など。
�介護者のいる家庭
着替え、おむつ、ティッシュ、
障がい者手帳、常備薬など。

災害復旧までの数日間（最低３日間）のための備蓄品。被害を受けにくく、
非常時でも取り出しやすい場所に保管しておきましょう。

□ キッチン用ラップ
（止血、汚れた皿にかぶせる）
□ 自転車
□ 卓上コンロ、固形燃料、
予備のガスボンベ

□ 簡易トイレ
□ 携帯電話の充電器（電池式）

避難するときに持ち出す最小限の必需品。男性で１５�、女性で
１０�程度を目安にリュックなどの持ちやすい状態で準備してお
きましょう。

□ 解熱剤
□ 常備薬
その他の生活用品
□ 下着・上着・靴下等
□ 軍手、タオル
□ ティッシュペーパー
□ ウェットティッシュ
□ 雨具
□ ビニール袋
□ 生理用品

□ 使い捨てカイロ
□ ロウソク
□ ロープ、バール、、ススココッッププ
□ ドライシャンプー
□ 新聞紙、ビニールシート
（燃料、防寒、敷物、雨雨よよけけ））
□ 布製ガムテープ
（整理、止血、ガラスの補修）

□ 栄養補助食品
□ ドライフーズ
□ 飲料水
□ プラスチックか紙の皿、コップ
□ わりばし
□ 缶切り、栓抜き
応急薬品
□ ばんそうこう
□ 傷薬、胃腸薬
□ 目薬、消毒薬

□ 飲料水（１日１人３�３３日日分分））
その他生活用品
□ 生活用水
□ 毛布、、寝寝袋袋
□ 洗面用用具具
□ ポリ容器、、ババケケツツ
□ 乾電池
□ トイレットペペーーパパーー

□ リュックサック
非常持出品
□ 携帯ラジオ
□ 懐中電灯
□ 乾電池
□ 現金
□ 預金金通通帳帳、、印印かかんん
□ 健康保険証
非常食品
□ カンパン・缶詰

非常食品
□ カンパン
□ 缶詰やレトルトトののおおかかずず
□ アルファ米
□ ドライフーズ、インスタント食品
□ チョコレート、アメなど
□ 栄養補助食品
□ 調味料

非非非非非非非非非非非非非常常常常常常常常常常常常常持持持持持持持持持持持持持出出出出出出出出出出出出出品品品品品品品品品品品品品

非非非非非非非非非非非非非常常常常常常常常常常常常常備備備備備備備備備備備備備蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄品品品品品品品品品品品品品

障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害のののののののののののののあああああああああああああるるるるるるるるるるるるる方方方方方方方方方方方方方へへへへへへへへへへへへへののののののののののののの接接接接接接接接接接接接接ししししししししししししし方方方方方方方方方方方方方
視覚障害者の方には
視覚障害のある方を
見かけたら声をかけ、
周囲の状況を伝え、必
要な場合は安全な場所
へ誘導します。誘導は、
足元に注意してゆっく
り歩き、現在地や方向
を具体的に伝えるよう
にしましょう。

聴覚障害者の方には
聴覚障害のある方には、手話や紙に筆記するほか、手の
ひらに指先で字を書いて伝えます。口を大きく動かすこと
により、話す内容を伝えることもできます。

防災訓練に参加しましょう
自主防災��自治会などが中心になって地域の防災訓練
を実施しています。いざというときに困らないよう積極的
に参加しましょう。

市市
民民
のの
備備
ええ

﹇﹇
備備
ええ
るる
﹈﹈
災災
害害
にに
対対
しし
てて
はは
、、
自自
分分
のの
身身
はは
自自
分分
でで
守守
るる
とと
いい
うう
心心
構構
ええ
がが
大大
切切
でで
すす
。。

各各
家家
庭庭
でで
もも
日日
ごご
ろろ
かか
らら
のの
備備
ええ
をを
行行
うう
必必
要要
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

東越谷第二公園の防災備蓄倉庫から必要な
物資を運ぶ

およそ８０人の帰宅困難者（東武鉄道、JR、
構内店舗の協力者）を避難所まで誘導

ロロウウソソクク

使使いい捨捨ててカカイイロロ

トトイイレレッットトペペーーパパーー

生生活活用用水水

カカンンパパンン・・缶缶詰詰

飲飲料料水水

毛毛布布

乾乾電電池池

アアルルフファァ米米、、
ドドラライイフフーーズズ

健健康康保保険険証証、、
預預金金通通帳帳、、印印かかんん

リリュュッッククササッックク

携携帯帯ララジジオオ

レレトトルルトト

カカンンパパンン

乾乾電電池池

懐懐中中電電灯灯

アアメメ

現現金金

8
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
で

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
対
策
の
基
本
は
、

自
助
、
共
助
、
公
助

災
害
の
と
き
に
大
切
な
の
は
「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」
で
す
。
自
助

は
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
自
分
自

身
で
行
う
こ
と
で
す
。
共
助
は
、
個

人
の
力
で
は
解
決
が
難
し
い
こ
と
を
、

住
民
や
事
業
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
た
ち
が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
す

る
な
ど
し
て
、
地
域
で
協
力
し
て
行

う
こ
と
で
す
。
公
助
は
、
個
人
や
地

域
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
県
、
市
、

消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
、
公
的

機
関
が
行
う
こ
と
を
言
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き

公
助
に
は
限
界
が

自
助
、共
助
の
充
実
が
大
切

災
害
の
場
合
、
東
日
本
大
震
災
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
市
役
所
な

ど
行
政
機
関
が
被
災
し
、
そ
の
機
能

が
発
揮
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
同
時
に
複
数
の
火
災
が

発
生
す
る
場
合
も
あ
り
消
防
、
警
察

な
ど
の
防
災
機
関
も
直
ち
に
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
の

で
、
自
助
、
共
助
に
よ
っ
て
、
住
民

同
士
が
助
け
合
う
こ
と
が
、
災
害
時

の
基
本
に
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

共
助
の
代
表
が
自
主
防
災
組
織
で

す
（
８
面
参
照
）。「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
連

帯
意
識
に
基
づ
き
、
地
域
の
住
民
が

自
発
的
に
初
期
消
火
、
救
出
救
助
、

給
食
給
水
な
ど
の
防
災
活
動
を
行
う

組
織
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
、
地
域
が
団
結
し
て
組
織

的
な
防
災
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
自

主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
し
ょ
う
。

職
員
の
派
遣

被
災
地
の
自
治
体
で
は
、
復
興
に

向
け
て
多
く
の
業
務
を
こ
な
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
も
本

市
で
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
は
じ

め
、
被
災
自
治
体
に
職
員
を
派
遣
し

て
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
発
生
後
、
消
防
本

部
は
、
岩
手
県
や
福
島
県
で
、
越
谷
・

松
伏
水
道
企
業
団
は
茨
城
県
で
、
そ

れ
ぞ
れ
救
急
・
救
助
活
動
や
給
水
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

市
立
病
院
の
放
射
線
技
師
は
放
射

線
量
検
査
の
た
め
福
島
県
郡
山
市
に
、

看
護
師
は
災
害
支
援
ナ
ー
ス
と
し
て

宮
城
県
石
巻
市
に
派
遣
、
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
被
災
地
で
は
、
自
治
体
職
員

も
被
害
を
受
け
、
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。
自
治
体
の
機
能
が
十

分
に
発
揮
で
き
な
い
状
況
に
陥

っ
て
お
り
、
全
国
の
自
治
体
か

ら
被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
、

業
務
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
本

市
で
も
、
被
災
地
の
自
治
体
の

要
請
に
応
え
る
形
で
、
９
月
か

ら
岩
手
県
大
船
渡
市
、
宮
城
県

東
松
島
市
に
職
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

災
害
時
の
応
援
協
定

�
特
例
市
災
害
時
相
互
応
援
協

定
（
特
例
市
４０
市
）

�
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定（
高
崎
市
、
二
本
松
市
）

�
災
害
時
に
お
け
る
埼
玉
県
内
市
町

村
間
の
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定

（
県
内
全
市
町
村
）

�
災
害
に
関
す
る
相
互
応
援
及
び
協

力
に
関
す
る
協
定（
草
加
市
、吉
川

市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、
松
伏
町
）

�
災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
相
互

利
用
に
関
す
る
協
定
（
春
日
部
市
、

さ
い
た
ま
市
�
旧
岩
槻
市
）

７
月
１８
日
〜
２１
日
、
市
と
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
震
災
の
復
興
支

援
の
た
め
市
民
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
り
、
岩
手
県
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
１８
歳
か
ら
７４
歳
ま

で
の
２９
人
で
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
と

と
も
に
１８
日
の
夜
１１
時
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
基
地
と
な
っ
て
い
る
遠
野
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
向
か
い
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
、
連
日
、
全
国
各
地

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
本
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

こ
こ
か
ら
陸
前
高
田
市
ま
で
移
動
し
、

集
落
の
が
れ
き
の
撤
去
作
業
を
行
い

ま
し
た
（
表
紙
写
真
）。

被
災
地
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
支
援
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
市
や
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、
被
災
地
の
支
援
を
行
う
予
定

で
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
や

個
人
参
加
の
支
援
活
動
も

市
内
の
医
療
機
関（
精
神
科
病
院
）

も
４
月
下
旬
か
ら
５
月
末
ま
で
、
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
の
た
め
、
医
療
チ

ー
ム
を
岩
手
県
大
船
渡
市
に
派
遣
し

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
内
の
歯
科
医
師
も
歯
科
支
援
活
動

の
た
め
岩
手
県
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
個
人
で
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
正
１２
年
９
月
１
日
、
こ
の
と
き

私
は
県
立
粕
壁
中
学
校
（
現
春
日
部

高
校
）
の
２
年
生
で
あ
っ
た
。

（
略
）昼
食
を
済
ま
し
て
、
夏
休
み

の
宿
題
を
完
成
さ
せ
る
べ
く
机
に
向

か
っ
て
仕
事
を
始
め
て
間
も
な
く
、

南
の
方
か
ら
ゴ
ー
と
い
う
不
気
味
な

音
、
鈍
い
音
が
地
を
は
う
よ
う
に
聞

こ
え
て
く
る
。

あ
れ
、
何
だ
ろ
う
と
聞
き
耳
を
立

て
た
と
た
ん
、
ズ
シ
ズ
ジ
ー
ン
と
激

し
い
上
下
動
、
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ

た
。

（
略
）庭
の
中
央
ま
で
出
た
が
、
何

と
し
て
も
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。
生

垣
の
間
か
ら
見
え
る
隣
家
の
お
ば
さ

さ
ら
し

じ
ゅ
ば
ん

ん
は
、
夏
の
こ
と
と
て
晒
の
襦
袢
に

腰
巻
姿
で
す
で
に
庭
に
は
っ
て
い
た
。

上
下
動
は
い
つ
し
か
水
平
動
に
変

か
や
ぶ
き

わ
っ
て
い
た
。
大
き
な
茅
葺
の
隣
家

が
そ
の
揺
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
ギ

イ
ギ
イ
と
柄
が
き
し
る
音
と
と
も
に
、

後
ろ
に
傾
い
て
い
く
。
何
と
も
恐
ろ

し
い
限
り
で
、
世
も
こ
れ
で
終
わ
り

か
と
思
っ
た
。

（
略
）そ
の
後
も
余
震
は
連
続
し
て

あ
り
、
屋
内
の
も
の
を
持
ち
出
そ
う

と
家
に
入
る
も
、
ミ
シ
ン
ミ
シ
ン
と

音
が
す
る
と
す
ぐ
に
外
に
飛
び
出
す

始
末
。
一
個
の
物
を
運
び
出
す
の
に

２
、
３
度
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

（
略
）日
が
暮
れ
る
と
東
京
の
空
は

真
紅
に
な
り
、
大
火
の
様
相
を
呈
し

た
。（

略
）翌
日
、
私
の
住
ま
い
の
地
割

れ
を
見
に
行
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
わ

が
家
か
ら
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
２
、
３
メ
ー
ト
ル
の
間

隔
を
お
い
て
３
本
の
地
割
れ
が
あ
っ

た
。
幅
７０
、
８０
セ
ン
チ
、
長
さ
１０
数

メ
ー
ト
ル
、
包
丁
で
さ
い
た
よ
う
な

こ
の
地
割
れ
は
、
そ
の
両
側
の
地
表

に
無
数
の
ひ
び
わ
れ
を
生
じ
…
…

（
略
）隣
家
の
池
が
隆
起
し
て
道
よ
り

高
く
な
り
、
多
く
の
魚
が
干
上
が
っ

て
し
ま
っ
た
。

震
災
が
起
き
て
、
何
か
を
し
な
く

て
は
と
思
い
ま
し
た
。
個
人
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
す
る
か
分
か
ら
な
く
て
…
…
。

そ
ん
な
と
き
に
市
と
社
協
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
を
し
て
い
た
の
で
申

し
込
み
ま
し
た
。

聴
い
て
い
た
以
上
に
被
災
地
は
ひ

ど
い
状
況
で
、
復
興
に
は
時
間
が
か

か
る
と
思
い
ま
し
た
。
遠
野
市
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
基
地
に
各
地
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
集
ま
っ
て
い
て
、
温
か

い
心
を
も
っ
た
人
た
ち
が
こ
ん
な
に

い
る
の
だ
と
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
比
較
的
高
年
齢

の
人
が
多
く
、
若
い
力
が
も
っ
と
欲

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
故
郷
は
新
潟

市
で
す
が
、
中
越
地
震
の
と
き
は
震

度
５
弱
で
し
た
。
当
時
１５
歳
だ
っ
た

の
で
す
が
、
た
だ
驚
い
て
い
ま
し
た
。

故
郷
で
起
き
た
大
地
震
を
経
験
し
た

こ
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行

動
を
起
こ
し
た
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。

南
相
馬
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
直
接
連
絡
を
と
り
、
友
人
と

２
人
で
７
、
８
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
が
れ
き
や
側
溝
の
泥
の
撤
去

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
活
動
場
所
の

が
れ
き
は
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
沿

岸
部
な
ど
手
が
着
い
て
い
な
い
地
域

も
あ
り
、
さ
ら
に
支
援
が
必
要
で
す
。

報
道
で
被
災
地
の
惨
状
が
伝
え
ら

れ
、
何
か
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
と
、

３
月
に
市
が
救
援
物
資
を
募
っ
た
際

に
受
付
を
手
伝
い
、
現
地
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

大
地
震
の
当
日
、
自
分
も
帰
宅
困

難
と
な
り
、
し
ば
ら
く
電
話
も
不
通

で
不
安
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験

は
初
め
て
で
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
ま

た
、
被
災
地
の
こ
と
を
思
う
と
涙
が

出
て
き
ま
す
。
こ
の
災
害
で
私
も
傷

つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
被
災

地
の
人
の
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
被
災
地
の
人
に
向
け

て
、
こ
れ
以
上
が
ん
ば
れ
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
元
気
を
出
し

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

関
東
大
震
災

大
正
１２
年
（
１
９
２

３
年
）
９
月
１
日
、
午
前
１１
時
５８
分
、

神
奈
川
県
相
模
湾
北
西
沖
８０
㌔
㍍
を

震
源
と
し
て
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
９
の
大
正
関
東
地
震
に
よ

る
大
災
害
で
あ
る
。
東
京
、
神
奈
川
、

千
葉
、
埼
玉
、
静
岡
、
山
梨
に
及
ぶ

広
大
な
地
域
で
震
度
６
以
上
の
揺
れ

が
発
生
。
最
大
震
度
７
、
死
者
１０
万

５
千
人
と
も
言
わ
れ
る
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

炊
出
訓
練
応
援
隊
が

訓
練
の
お
手
伝
い

地
震
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
電

気
や
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

使
え
な
い
、
そ
ん
な
と
き
に
備
え
て

自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
で
炊

き
出
し
訓
練
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

炊
き
出
し
訓
練
に
つ
い
て
は
次
の

協
力
団
体
、「
炊
き
出
し
訓
練
応
援

隊
」
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。県
化
学
保
安
課
が
窓
口
と

な
っ
て
関
連
団
体
と
の
調
整
を
行
い

ま
す
。な
お
、ガ
ス
、コ
メ
な
ど
は
実
費
。

問
合
せ

県
化
学
保
安
課

�
０
４
８
�
８
３
０
�
８
４
３
９

�
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
提
供

県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
南
東
武
支
部

�
０
４
８
�
９
２
２
�
２
４
５
２

�
精
米
の
提
供

Ｊ
Ａ
越
谷
市
�
９
６
２
�
３
１
４
１

�
訓
練
の
助
言
・
指
導

Ｎ
Ｐ
Ｏ
キ
ャ
ン
パ
ー

�
０
４
８
�
５
５
７
�
３
２
６
６

震災対策●特集

﹇﹇
助助
けけ
合合
うう
﹈﹈
自自
助助
、、
共共
助助
、、
公公
助助
、、
ささ
まま
ざざ
まま
なな
助助
けけ
合合
いい
にに
よよ
っっ
てて

災災
害害
にに
対対
処処
しし
てて
いい
くく
ここ
とと
がが
必必
要要
でで
すす
。。

阪神・淡路大震災で倒壊した家屋

市と消防本部では毎年、外国人のための
防災教室を開催している（今年の様子）

情情報報

関
東
大
震
災
の

思
い
出

平
方

小
島

誠
さ
ん

（
故
人
）

＊
こ
の
文
章
は
故
人
が
何
か
の
折
に
紹
介

し
て
欲
し
い
と
、
市
民
に
託
さ
れ
、
市

に
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す

�
遠
野
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
基
地
と
な
っ
て
い
る

７
月
１８
日
〜
２１
日

岩
手
県
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
清
水
保
孝
さ
ん

（
２２
歳
）
中
町

南
相
馬
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
戸
張
美
奈
子
さ
ん

（
３８
歳
）
東
越
谷
３
丁
目

10

広報こしがや季刊版●平成２３年秋号
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地震の種別

プレート境界で
発生する地震

活断層で発生す
る地震

マグニチュード

7.3

7.3

7.4

7.5

6.9

想定地震

東 京 湾 北 部 地 震

茨 城 県 南 部 地 震

立川断層帯による地震

深谷断層による地震

綾瀬川断層による地震

2．想定される地震は
日本列島周辺では、複数のプレートが重なりあってお

り、それらのズレにより地震が発生します。関東地方の

下には、「北米」「フィリピン海」「太平洋」の３つのプ

レートが重なっており、それら相互の均衡状態がくずれ

た時に、首都圏でも大きな地震が発生する可能性があり

ます。

埼玉県内に大きな影響を及ぼす地震として次の５つを

想定しています。

東京湾北部地震が起きた場合、越谷市では震度６．１、

建物は全壊１０００棟、半壊５２５０棟に及び、冬の夕方に発生

したとすると、死者３０人、負傷者８５０人、避難者は４万

８０００人を超えることが想定されます。

１．地震の仕組み
日本の太平洋岸の海底では、海洋プレートが陸のプレー

トの下に沈み込んでいます。これらのプレート境界では、

プレートの先端が跳ね上がることでマグニチュード８クラ

スの海溝型地震が発生することがあります。

地震は、断層運動で起こり、大きく３つのタイプに分類

されます。

�プレート境界で発生する地震
図のように太平洋プレートやフィリピン海プレートが沈

み込み、陸側のプレートの端が引きずり込まれ、限界に達

したときに陸側のプレートが跳ね上がり地震が発生します。

�プレート内で発生する地震
プレート内部で大規模な断層運動が起こり地震が発生し

ます。

�内陸部の活断層を震源とする地震
内陸部の活断層が活動すると、震源が地表面に近いため、

マグニチュードが小さくても甚大な被害になることがあり

ます。

東日本大震災をもたらした東北地方太平洋沖地震はプレ

ート型（海溝型地震）です。また、阪神淡路大震災をもた

らした兵庫県南部地震は内陸部の活断層による地震でした。

震災対策●特集

［知る］

ＭＭ７７ククララススの地震が今後３０年以内に

発発生生すするる確確率は７０％と推定

北米、フィリピン海、

太太平平洋洋のの３つのプレーートトがが

日本列島の下に沈沈みみ込込むむ

※我が国の地震対策の概要（内閣府）資料から

北米
プレート

ユーラシア
プレート

▲埼玉県内の活断層
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特集特特集集
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」

自
殺
は
、
個
人
が
自
由
な
意
思

で
選
択
し
た
結
果
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
実
際
に
は
、
失
業
、
多

重
債
務
、
健
康
問
題
、
い
じ
め
、

介
護
疲
れ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

な
ど
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
界
保
健
機
関
の
調
査

で
は
、
自
殺
を
図
っ
た
方
の
約
６

割
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
で
心
理

的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
う

つ
病
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど

の
精
神
疾
患
を
発
症
し
、
正
常
な

判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
自
殺
は
、
自
由
な
意

思
で
選
択
し
た
結
果
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
よ
り
心
理
的

に
「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」
な

の
で
す
。

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

自
殺
は
社
会
の
努
力
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
失
業
、

多
重
債
務
、
長
時
間
労
働
な
ど
が

自
殺
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
や

労
働
慣
行
・
制
度
の
見
直
し
と
い

う
社
会
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
自

殺
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。
自

殺
に
至
る
前
の
う
つ
病
等
の
精
神

疾
患
も
、
専
門
家
に
よ
る
適
切
な

治
療
に
よ
り
、
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
役
割
も
重
要
で
す
。
自
殺
を

考
え
て
い
る
方
は
、
不
眠
や
原
因

不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺
の
危

険
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
家
族
や

職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
方
が
こ

の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と

も
多
く
、
こ
の
気
づ
き
を
精
神
科

医
等
の
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、
見
守

っ
て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
自
殺

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●！
自
殺
の
サ
イ
ン

自
殺
を
考
え
て
い
る
方
は
、
心

の
中
で
は
「
死
に
た
い
」
と
い
う

思
い
と
「
生
き
た
い
」
と
い
う
思

い
で
激
し
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
不
眠
な
ど
自
殺
の
サ

イ
ン
を
発
し
て
い
る
場
合
が
多
く

あ
り
ま
す
。

�
う
つ
病
の
症
状
に

気
を
つ
け
る
（
気

分
が
沈
む
、
自
分

を
責
め
る
、
仕
事

の
能
率
が
落
ち
る
、

決
断
で
き
な
い
、

不
眠
が
続
く
）

�
原
因
不
明
の
身
体

の
不
良
が
長
引
く

�
酒
量
が
増
す

�
安
全
や
健
康
が
保

て
な
い
（
通
常
な

ら
病
院
に
行
っ
て

治
療
す
る
よ
う
な
ケ
ガ
を
し
て

も
、
病
院
に
行
か
な
い
な
ど
）

�
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、

大
き
な
失
敗
を
す
る
、
職
を
失

う
�
職
場
や
家
庭
で
サ
ポ
ー
ト
が
得

ら
れ
な
い

�
本
人
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
も

の（
職
、
地
位
、
家
族
、
財
産
）

を
失
う

	
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る



自
殺
を
口
に
す
る

�
自
殺
未
遂
に
お
よ
ぶ

う
つ
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
重
要

自
殺
者
の
原
因
・
動
機
で
は
、

健
康
問
題
の
割
合
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
さ
ら
に
、

健
康
問
題
の
内
訳
で
は
、
う
つ
病

の
割
合
が
高
い
た
め
、
う
つ
状
態

に
あ
る
方
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
が
重

要
で
す
。

う
つ
病
は
、
ほ
か
の
病
気
と
同

じ
よ
う
に
、
医
療
機
関
で
服
薬
な

ど
に
よ
る
治
療
を
早
く
受
け
る
こ

と
が
回
復
へ
の
近
道
で
す
。
し
か

し
、
う
つ
病
に
な
っ
て
い
て
も
自

ら
症
状
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
や
、
自
覚
症
状
が
な
い
た
め

症
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
方
も

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
職

場
の
同
僚
、
上
司
な
ど
身
近
な
方

が
様
子
の
変
化
に
気
づ
い
て
あ
げ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

平
成
２２
年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
３
万
１
、６
９
０
人
（
図
１
）。
こ
れ
は
、

同
年
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
（
４
、８
６
３
人
）
の
６
・
５
倍
で
す
。

ま
た
、
自
殺
死
亡
率
（
人
口
１０
万
人
当
た
り
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
）
も
、

欧
米
の
先
進
諸
国
と
比
較
し
て
非
常
に
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
は
平
成
１８
年
１０
月
、
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
た
め
、
自
殺
対
策
基
本
法
を
施
行
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
３
万

人
を
超
え
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

自
殺
の
背
景
に
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
に
対
し
、
社
会
全
体
で
粘
り
強
く
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
周
り
に
い
る
方
の
「
い
つ
も
と
違
う
」
に
関
心
を
も
っ
て
く

だ
さ
い
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
と
見
守
り
で
、
一
人
で
も
多
く
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

市
民
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
�
９
７
８
�
３
５
１
１

●特集

９
月
１０
日
〜
１６
日
は
自
殺
予
防
週
間
で
す

一一
人人
でで
もも
多多
くく
のの
命命
をを
救救
うう
たた
めめ
にに

ああ
なな
たた
のの
周周
りり
のの
「「
いい
つつ
もも
とと
違違
うう
」」
にに
関関
心心
をを
！！

図１ 自殺者数の推移

図２ 主要国の自殺死亡率

図３ 原因・動機別の自殺状況
（平成２２年）

内閣府ホームページより抜粋

※遺書等により推定できる原因・動機を、自殺者一人につき３つ
まで計上可能としているため、自殺者の総数とは一致しません。

�こんな言葉は禁句
頑張って／そんなことでどうするの／早く治して／
そんなの気の持ちようだよ（決めつけない）／○○
さんは同じ状況で頑張っているよ（比較しない）／気
分転換に飲みに行こう（無理に行動を促さない）

�うつのときかけてほしいのは
こんな言葉
よく我慢したね／それは大変だった
ね／つらかったね／遠慮なく声をか
けて、いつでも支えになるよ

●！うつ病を疑うサイン
～自分自身が気づく変化～
�気分が落ち込む、何事にも悲観的。憂うつ�何事にも興味がもてな
い、何をするにもおっくう�イライラして落ち着きがない。不安だ
�朝早く目が覚める。夜中に何度も目が覚める、寝つきが悪い�頭痛、
めまい、微熱、吐き気、下痢や便秘が続く�食欲がない。食欲が急に
増えた。体重が減った、または増えた�朝からぐったり疲れている。
疲労感が抜けない�夕方より朝方の方が気分や体調が悪い

～周囲が気づく変化～
�遅刻や早退が増えた、欠勤することが増えた�仕事の能率が下がり、ミス
が増えた�周囲との会話が減った。昼食などでも一人でいることが多くなっ
た。口数が増加した�表情が暗い、元気がない、顔色が悪い�言動が変化し
たり、身なりに気を使わなくなった�飲酒量が増える
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自
分
の
周
り
で
、「
い
つ
も
と

様
子
が
違
う
な
」「
お
か
し
い
な
」

と
い
う
方
に
気
づ
い
た
と
き
は
、

思
い
切
っ
て
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
危
険
な
様
子
を
感
じ
た
と
き

は
、「
そ
っ
と
し
て
お
い
た
方
が

よ
い
」
の
で
は
な
く
、
思
い
切
っ

て
「
調
子
が
悪
そ
う
だ
ね
、
心
配

だ
よ
」
と
声
を
か
け
、
話
を
聴
い

て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
殺
を
防
ぐ
に
は
、
借
金
や
い

じ
め
な
ど
根
本
的
な
原
因
を
解
決

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
本
人
に
立
ち

向
か
お
う
、
解
決
し
よ
う
と
い
う

気
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
借
金

な
ど
は
、
司
法
書
士
な
ど
の
専
門

家
の
話
で
は
、「
救
済
す
る
方
法

は
い
く
ら
で
も
あ
る
」
と
言
い
ま

す
。
救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
は
、

「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
思
い
込
み
、

周
り
が
見
え
な
く
な
る
前
に
、「
ま

だ
も
し
か
し
た
ら
助
か
る
か
も

…
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
、
身
近
な
方

の
�
関
心
�
が
そ
の
き
っ
か
け
と

な
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
の
話
を

聴
く
と
き
は
、
そ
の
場
で
無
理
に

解
決
し
よ
う
と
し
な
い
こ
と
。
話

の
内
容
が
重
過
ぎ
る
と
、
聴
く
方

も
思
わ
ず
苦
し
く
な
り
、「
頑
張

っ
て
」
な
ど
と
話
を
終
わ
ら
そ
う

と
し
ま
す
が
、
自
己
満
足
に
し
か

な
り
ま
せ
ん
。「
大
変
な
状
況
な

ん
だ
ね
」
な
ど
と
話
を
聴
い
て
あ

げ
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
う
つ
病

は
、
誰
も
が
か
か

り
や
す
い
病
気
で
、

精
神
疾
患
の
中
で

も
自
殺
に
つ
な
が

り
や
す
い
も
の
で

す
。
病
気
で
す
か

ら
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
の
が
正
解
な
の
で
す
が
、

判
断
力
が
低
下
し
て
い
る
た
め

「
ど
う
せ
治
ら
な
い
」
と
思
い
込

み
、
医
療
機
関
を
受
診
し
な
い
方

も
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
科
へ
の

抵
抗
感
や
薬
に
対
す
る
恐
怖
心
な

ど
か
ら
受
診
し
な
い
方
も
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
ま
ず
、
専

門
の
相
談
機
関
を
案
内
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
う
つ
病
や
精
神
科

治
療
の
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

心
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、

ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
解
消
の
仕
方
は
、

一
気
に
ま
と
め
て
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
、
こ
ま

め
に
行
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
十
分
に
睡
眠
を

と
り
、
朝
起
き
た
ら
洗
顔
を
し
て
、

朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
な
ど
、

ふ
だ
ん
行
っ
て
い
る
こ
と
を
き
ち

ん
と
実
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
ル
コ
ー
ル
で
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
の

は
い
け
ま
せ
ん
。
特
に
ア
ル
コ
ー

ル
は
一
気
に
死
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
高
く
厳
禁
で
す
。
忙
し
く
て

仕
事
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
そ
う
な
と
き
で
も
、
気
持
ち

を
切
り
換
え
、
日
常
の
生
活
動
作

を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
、
地
味

で
す
が
、
確
実
な
ス
ト
レ
ス
解
消

法
で
す
。

心心のの
相相談談機機関関

「こんなこと相談しても大丈夫かな？」と
迷うときでも、思い切ってご相談ください。
保健師などの専門職が相談を受けます。

�越谷市市民健康課（保健センター：東大沢１－１２－１）
平日8 : 30～17 : 00 �978-3511

�春日部保健所（春日部市大沼１－７６埼玉県春日部地方庁舎１階）
平日8 : 30～17 : 00 �048-737-2133

�埼玉県立精神保健福祉センター（北足立郡伊奈町小室８１８－２）
〈来所相談〉平日9 : 00～17 : 00（予約制）

予約電話 �048-723-6811
〈電話相談（埼玉県こころの電話）〉

平日9 : 00～17 : 00 �048-723-1447
�埼玉いのちの電話
◎相談電話（２４時間３６５日）�０４８－６４５－４３４３
◎こどもライン（１８歳以下の方、金曜・土曜日、

15 : 00～21 : 30）�048-640-6400
◎自殺予防（毎月１０日、8 : 00～翌日8 : 00）

�0120-738-556
〈心身に障害がある方の福祉サービスについての相談窓口〉
越谷市障害福祉課（市役所第２庁舎１階）

平日8 : 30～17 : 00 �963-9164

一人でも多くの命を救うために あなたの周りの「いつもと違う」に関心を！

埼玉県立精神保健福祉センター
精神保健福祉部長

菊池 礼子さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
関
心
が
、

自
殺
防
止
の
大
き
な
力
に
！

講演会
「誰かがあなたを必要としている

～すべての人生には目的がある～」
市岡裕子さん
母の自殺、弟の死、父のアルコール依存症
などの苦難を負うなか、ニューヨークのハ
ーレムでゴスペル音楽に出会い、慰められ
ゴスペルシンガーの道に進む。どのように
苦難を乗り越えてきたかなどの体験談を、
ゴスペルソングを交えて講演

〈日時〉10月18日�、14：00～16：00
〈場所〉中央市民会館劇場
〈内容〉第１部 保健師による家族の関わり方などについての講話

第２部 市岡裕子さん（体験者・ゴスペル歌手）の体験談

とゴスペルソング

〈対象者〉市内在住の方３００人

〈申込み〉当日会場へ（無料）

問 市民健康課（保健センター）�９７８－３５１１
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地
域
に
根
ざ
し
た
商
品
づ
く
り

〜
『
が
も
う
シ
ュ
ー
』
が
、

こ
し
が
や
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
に
！

ヒ
ロ
・
タ
カ
イ
さ
ん
が
蒲
生
駅
近
く

に
お
菓
子
の
工
房
「
グ
ラ
ン
ナ
チ
ュ
ー

ル
」
を
開
店
し
た
の
は
昨
年
の
３
月
。

「
当
初
は
商
品
開
発
を
行
い
、
雑
穀

を
使
っ
た
ベ
ー
グ
ル
（
リ
ン
グ
状
の
パ

ン
）
を
作
り
メ
ー
カ
ー
に
卸
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
作

業
が
見
え
た
り
、
い
い
に
お
い
が
し
た

り
す
る
の
で
、
ご
近
所
の
方
と
直
接
お

話
す
る
よ
う
に
な
っ
て
…
。
試
作
品
を

あ
げ
て
い
る
う
ち
に
売
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
声
に
後
押
し
さ
れ
、
昨
年
１１
月
に

お
店
と
し
て
小
売
を
始
め
ま
し
た
」

「
お
店
を
出
す
に
あ
た
っ
て
地
域
に

身
近
な
も
の
を
と
考
え
て
作
っ
た
の
が

『
が
も
う
シ
ュ
ー
』
で
す
。
蒲
生
小
学

校
の
校
章
に
も
使
わ
れ
、
蒲
生
の
地
名

の
由
来
で
あ
る
『
ガ
マ
の
穂
』
の
形
を

し
た
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
で
す
。
大
豆
の

粉
で
作
っ
た
皮
の
、
パ
リ
っ
と
し
た
食

感
を
味
わ
う
た
め
に
も
、
で
き
た
て
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

『
が
も
う
シ
ュ
ー
』
は
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
市
の
こ
し
が
や
ブ
ラ
ン

ド
認
定
商
品
の
１
つ
で
す
。
こ
れ
は
、

市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
全
国
へ

越
谷
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
市
内
で
製

造
・
加
工
等
を
行
う
事
業
者
の
商
品
を

ブ
ラ
ン
ド
認
定
す
る
制
度
で
す
。『
が

も
う
シ
ュ
ー
』
は
、
工
房
の
あ
る
蒲
生

に
ち
な
み
『
ガ
マ
の
穂
』
の
形
に
す
る

な
ど
地
域
に
根
ざ
す
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

素
材
を
生
か
し
た
シ
ン
プ
ル

な
味
を
知
っ
て
ほ
し
い

「
国
産
の
安
全
な
素
材
を
、
わ
か
り

や
す
い
、
誰
で
も
よ
く
知
っ
て
い
る
お

菓
子
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
お
い
し
さ

や
価
値
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

タ
カ
イ
さ
ん
は
、
素
材
に
こ
だ
わ
り
、

直
接
生
産
地
に
足
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。

市
内
の
農
家
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
、
商

品
開
発
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
最
近
は
、
水
郷
こ
し
が
や
に
ち
な

み
、
玄
米
や
米
ぬ
か
を
使
っ
た
商
品
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

洋
菓
子
を
作
る
以
上
は
食
か
ら
始
ま

る
文
化
や
伝
統
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
お
菓
子
本
来
の
味

と
形
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験

を
生
か
し
、
以
前
は
ス
イ
ー
ツ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
し
て
、
お
菓
子
で
芸
術
的
な

作
品
を
再
現
す
る
な
ど
、
華
や
か
な
作

品
を
た
く
さ
ん
手
が
け
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
そ
の
土
地
の
素
材
を
生
か
し

た
、
健
康
的
で
お
い
し
い
お
菓
子
作
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
、
京
料
理

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
デ
ザ
ー
ト
作
り
に
携

わ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
料
理

の
素
材
の
使
い
方
や
保
存
の
知
恵
に
目

を
見
張
り
ま
し
た
。
味
や
食
感
を
足
し

て
い
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
に
対
し
、
引

き
算
の
知
恵
で
す
ね
。
そ
れ
だ
け
で
お

い
し
い
も
の
に
は
、
何
も
加
え
る
必
要

が
な
い
。
素
材
を
生
か
し
た
食
べ
方
の

提
案
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

ま
た
、
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、「
食
べ
物
が
人
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。
特
に

日
本
人
と
し
て
出
し
の
お
い
し
さ
、
白

い
ご
飯
の
お
い
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
味
覚
の
経
験
を
若
い
う
ち
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

目
的
に
合
わ
せ
た

お
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

タ
カ
イ
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
糖
尿
病

や
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
で
も
食
べ
ら
れ
る
お

菓
子
な
ど
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

「
小
麦
や
卵
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
し
た
お
菓
子
も
研
究
中
で
す
。
食

生
活
や
環
境
の
変
化
が
起
因
の
ア
レ
ル

ギ
ー
問
題
は
、大
変
難
し
い
テ
ー
マ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
目
的
に
あ
わ
せ
た
お

菓
子
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

食
に
こ
だ
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
続
け
る
タ
カ
イ
さ
ん
。
今
後
ど

の
よ
う
な
お
菓
子
を
わ
た
し
た
ち
に
見

せ
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

…プロフィール…
ヒロ・タカイ／高井裕佳
１９６６年東京生まれ。川口市在住。
今田美奈子お菓子教室に入社、企画広報
部長を務め、ヨーロッパの食文化や生活
芸術について幅広く学ぶ。１９９８年に独立
し、スイーツアーティストとして、お菓
子展覧会の開催やイベント、著書出版、
食文化活動の企画プロデュースなどを手
掛ける。レストランのシェフ・ド・パテ
ィシエも務める。「心とからだに美味し
いお菓子づくり」のために、国産素材の
開発に携わり、製菓用小麦ふすまミック
ス粉、ピュアベジペースト等を開発する。
２０１０年１１月に越谷市蒲生寿町に自店のグ
ランナチュールを開店。

「シンプルだけど手間がかかっているので、現在は１日に

１００個しか作れません」。まとめ買いをされるお客さんもい

るという、こしがやブランド認定商品の『がもうシュー』

（写真）。こだわりの食感を味わうためには、出来立てを

食すのがおすすめです（販売は、営業日の午前１１時から）。

素素
材材
のの
すす
ばば
らら
しし
ささ
をを
おお
菓菓
子子
でで
伝伝
ええ
たた
いい
！！

素素
材材
にに
ここ
だだ
わわ
っっ
たた
、、
健健
康康
的的
でで
おお
いい
しし
いい
おお
菓菓
子子
作作
りり

パパ
テテ
ィィ
シシ
エエ

ヒヒ
ロロ
・・
タタ
カカ
イイ
ささ
んん

�
お
菓
子
作
り
の
原
点
、
シ
ュ
ガ
ー
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
制
作
に
は
２
週
間

か
か
っ
て
い
ま
す

広報こしがや季刊版●平成２３年秋号
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実験教室「グラスハープで探る
音の不思議」
日 時：１０／２３（日）１３：３０～１５：００
会 場：３階実験室１
内 容：ワイングラスを使って音響・振動

に関する楽しい実験をします。
対 象：小１～中３ ４０人

（小１～３は保護者同伴で入室可）
参加費：無料
申込み：９／２３（金）９：００から（電話可）

＊
各
催
物
に
つ
い
て
は
、
サ
ン
シ
テ
ィ
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
内
容
・
料
金
等
に
つ
い
て
は
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

�時
日
時
・
期
間

�場
会
場

�出
出
演
者

�講
講
師

�演
演
目
・
曲
目

�内
内
容

�料
入
場
料
・
参
加
費

�対
対
象
・
定
員

�申
申
込
み

「ドアチャイムを作ろう」
日 時：１０／１６（日）９：３０～１２：００
会 場：１階工作室２

内 容：アルミパイプ等を
加工して、ドアチ
ャイムを作ります

対 象：小４～大人１２人
（小学生は保護者
同伴）

参加費：２００円（予定）
申込み：９／１６（金）９：００

から（電話可）
……………………………………………………
「塩ビ管尺八を作ろう」
日 時：１０／３０（日）９：３０～１２：００
会 場：１階工作室２
内 容：塩ビ管を使って美しい音色のオリジ

ナル尺八を作ります
対 象：１８歳以上８人
参加費：３００円（予定）
申込み：９／３０（金）９：００から（電話可）
……………………………………………………
「ムードランプを作ろう」
日 時：１１／６（日）９：３０～１２：００
会 場：１階工作室２
内 容：和紙や黒竹を使って

ランプを作ります
対 象：小５～大人１２人

（小学生は保護者同伴）
参加費：８００円（予定）
申込み：１０／７（金）９：００から

（電話可）

「ジャンボシャボンを作ろう」
日 時：１１／１３（日）９：３０～１２：００
会 場：３階実験室２
対 象：小１～大人１２人（小学生は保護者同伴）
参加費：４００円
申込み：１０／１４（金）９：００から（電話可）
……………………………………………………
「県民の日特別事業」
日 時：１１／１４（月）
内 容：蛍光X線分析装置

公開、押し葉のカ
ード作り、旋盤ミ
ニ体験・NCフライ
ス盤公開

対 象：旋盤ミニ体験は小学生以上
……………………………………………………
「箱形液体万華鏡を作ろう」
日 時：１１／２７（日）９：３０～１２：００
会 場：２階レクチャー室
内 容：試験管の中をゆっくりと移動するビ

ーズなどを見ることができる万華鏡
を作ります

対 象：小５～大人１２人
参加費：２００円（予定）
申込み：１０／２８（金）９：００

から（電話可）

「創作キャンドルを作ろう」
日 時：１２／４（日）９：３０～１２：００
会 場：３階実験室２
内 容：クリスマスの飾りにぴったりなかわ

いいキャン
ドルを作り
ます

対 象：小５～大人
１２人
（小学生は
保護者同伴）

参加費：５００円（予定）
申込み：１１／１１（金）９：００から（電話可）
……………………………………………………
「凧を作ろう」
日 時：１２／２５（日）９：３０～１２：００
会 場：２階レクチャー室
内 容：お正月に揚げる凧

を手作りします
対 象：小１～小６ １２人

（小１～小３は
保護者同伴）

参加費：２００円（予定）
申込み：１１／２５（金）９：００

から（電話可）

科学実験・工作体験
時間・会場：科学実験体験 ①１０：００～（土日祝日のみ）…実験室②１４：００～

科学工作体験 ①１１：３０～ ②１５：３０～ …工作室
＊開始１０分前から会場で受付をします（先着順）
＊学校利用日は中止になりますのでご了承ください

対象・定員：小１～小３ 各回１２人 小４～大人 各回１６人
＊未就学児は入室できません
＊参加費は、月ごとに異なります。詳しくは、ホームページやミラクルニュ
ースでご確認いただくか、ミラクルにお問い合わせください
＊体験内容や時間、会場、定員等は変更になることがありますのでご了承ください

９／１８
�発売

第三十四回こしがや落語会

「春風亭小朝独演会」
時１２月６日（火） 開演１８：３０
料全席指定 ￥３，５００
＊未就学児の入場不可

１０／２
�発売

サンシティクラシック・ティータイムコンサート
「坂本朱メゾソプラノ・リサイタル」
時１月１４日（土） 開演１４：００
料全席指定 一般￥３，３００学生￥１，６５０
＊全席１ドリンク付 ＊未就学児の入場不可

１０／２３
�発売

狂言の世界
時２月２４日（金） 開演１８：３０
出野村万作・野村萬斎 他
料全席指定 特等席 ￥４，５００
一等席 ￥３，５００二等席 ￥２，５００

＊シニア料金（６０歳以上）各１割引
学生（小学生～大学生）各半額
＊未就学児の入場不可

休館日（9月～11月）
月曜日（11／14・祝日を除く）
９／２０・２７・１０／１１・１１／４・１５・２４

「まんまるよやくシステム」による申込み方法
インターネット・携帯電話・一般家庭電話または直接窓口で

「抽せん申込み」の受け付けをしています。
■インターネット・携帯電話での利用は事前登録が必要
抽せん結果：毎月１２日（メール・窓口にて通知）
使用の確定：当せんした方は抽せんのあった月の１２日～１８日
に窓口での使用申込み手続きが必要です。
なお、１９日以降は上記方法で通常予約可能。

◆ホール貸し出し抽せん会
小・展示ホール（５市１町内）
２４年５月分
２４年６月分
２４年７月分

大ホール
２４年１０月分
２４年１１月分
２４年１２月分

申込み期間
１０／１（土）～１０（月・祝）
１１／１（火）～１０（木）
１２／１（木）～１０（土）

＊期間内に窓口での使用申込みをされない場合は当せんの権利が取り消
しとなります

＊１１／１（火）１１：００からホールフロントで、２４年３月～２４年５月の小ホール
ギャラリーの申込みを抽選にて受付（電話予約の場合は１４：００から受付）

＊５市１町とは、越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町

特別
事業

～わくわく体験・夢・感動～
子どもから大人まで体験できます！

小・中学生のための芸術鑑賞プログラム
ウィーン室内合奏団を聴こう！
時１１月２６日（土）１３：３０開演（１５：００終演予定）場大ホール
内越谷市内に在学・在住の小・中学生を対象にした特別
公演です。観覧を希望される方は、往復ハガキでお申し
込みください。

料無料 申９月２０日（火）～１０月２０日（木）必着分まで
＊応募多数の場合は抽選となります ＊お申込み方法はホーム
ページをご覧いただくか、ホールへお問い合わせください

サンシティ・アート講座vol.4
笑いと癒しのパントマイム入門
～目に見えないものを魅せるアート～
時１２月３日（土）、１０日（土）１３：００～１６：００ 場視聴覚室
内パントマイムの面白さと難しさに触れる入門講座です。
講すがぽん（パフォーマンスシアター「水と油」）
企画コーディネート：吉田貴秀（構成作家・演出家・プランナー）

対高校生以上で２０名
料￥２，０００
申１０／２（日）より ＊定員になり次第締め切り

詳しくはサンシティへ集募者加参

こしがや寄席part．2
時開演１８：３０
出春風亭昇太・
古今亭菊之丞・
林家木久蔵・
マギー審司・柳貴家小雪

料全席指定 ￥３，５００
＊未就学児の入場不可

１０／１１
（火）

スタニスラフ・ブーニン
ピアノ・リサイタル
時開演１７：００
料全席指定
SS席（１２０席限定）￥１０，０００
S席￥８，０００ A席￥６，０００
B席￥４，０００

＊学生（小学生～大学生以下）各料金半額
＊SS席はサンシティホールでのみ販売
＊未就学児の入場不可

吉田兄弟
「三味線だけの世界」
時開演１８：３０
料全席指定 ￥４，０００
＊未就学児の入場不可

森山良子デビュー４５周年記念
コンサートツアー
時開演１７：００
出森山良子・一般公募合唱団
料全席指定
S席￥５，０００ A席￥４，５００

＊未就学児の入場不可

錦織健プロデュース・オペラvol.5

「セビリアの理髪師」
時開演１４：００
出森麻季・堀内康雄・錦織健 ほか
ロイヤルメトロポリタン管弦楽団（指揮／現田茂夫）

料全席指定 S席￥１２，０００
A席￥１０，０００B席￥８，０００

＊シニア料金（６５歳以上）各１割引
＊学生（社会人学生を除く２５歳以下）各半額
＊未就学児の入場不可
＊１月２２日（日）錦織健によるトークイベント
開催。詳しくはホールまでお問い合せください

１２／４
（日）

３／３１
（土）

『『ブブララッックク・・ススワワンン』』

�時①１０：００②１４：００③１８：３０�料￥１，０００
＊割引券（チラシ）をお持ちの方は２００円引き

『『英英国国王王ののススピピーーチチ』』

布施明ライブ
2011-2012
時開演１７：００
料全席指定 ￥６，３００
＊未就学児の入場不可

１０／１５
（土）

サンシティクラシック・ティータイムコンサート
「ピアノ＆弦楽器～室内楽の魅力～」

時開演１４：００
出田部京子（ピアノ）・
矢部達哉（ヴァイオリン）・
鈴木学（ヴィオラ）・
古川展生（チェロ）・
吉田秀（コントラバス）

内シューベルト／ピアノ五重奏曲ます 他
料全席指定（全席１ドリンク付）
一般￥３，３００学生￥１，６５０

＊未就学児の入場不可

１１／１２
（土）

ウィーン室内合奏団
時開演１７：００
料全席指定
S席一般￥５，０００
A席一般￥４，０００

S席学生￥２，０００A席学生￥１，０００
S席ペア割引券￥８，０００

＊S席ペア割引券は、一般の方２名のペア券となります
＊学生は、小学生～大学生以下 ＊未就学児の入場不可

１１／２６
（土）

（地域の）アーティストとホールの共同企画 Vol．7
マリンバとタップダンスの世界を楽しもう！
時１１：００開演（定員／４８４名）
出成田美智恵（マリンバ）・田口浩明（タップダンス）
料入場無料（入場整理券が必要です）
＊３才以上で静かに鑑賞できる方対象
＊当日、９：３０より会場にて入場整理券を
配布いたします（おひとり４枚まで）
＊公演時間は約６０分です（休憩なし）

１２／４
（日）

１０／３０
（日）

１１／２５
（金）

おかあさんといっしょ
モノランモノランがやってきた�
時①開演１３：３０②開演１６：００
出ライゴー・スイリン・プゥート
杉田あきひろ・瀧本瞳

料全席指定 おとな￥２，０００
こども（１歳～小学生）￥１，５００

＊１歳未満でもお席が必要な場合は有料

１０／１６
（日）

月ごとに変わるおもしろメニュー

�
�
�

先着順
科学工作体験
レンズ付きスコープを作ろう

はりあなスコープをつくろう

立体万華鏡を作ろう

ミラクル万華鏡をつくろう

プラスチックの不思議

プラスチックのふしぎ

不思議なバネ振り子

でんじしゃくをつくろう

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

科学実験体験
音を目で見よう

音ってなあに？

光と色

光ってふしぎ

結晶の雪を降らせよう

カラフルたまごをつくろう

シャボン玉の不思議

シャボン玉のふしぎ

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

小４～大人

小１～小３

９月

１０月

１１月

１２月

＊科学技術体験センターでの体験内容、時間、会場、対象、定員、参加費、参加方法等につきましては、ホームページ（http : //www.miracle.city.koshigaya.
saitama.jp）や「ミラクルニュース」等でご確認いただくか、ミラクルまでお問い合わせください。

●利用料金
入館無料。ただし、実験・工作等

の参加費が必要な場合があります
●団体利用（１５人以上の場合）の方法
あらかじめご連絡のうえ、申請書

を提出し、許可を受けてください

●多目的ホール（祝日を除く火曜・
木曜日のみ）、レクチャー室の貸
し出しには次の料金がかかります

利
用
案
内

レクチャー室

１，０００円

１，６００円

２，３００円

＊越谷市、草加市、八潮市、三郷市、吉川市、松伏町以外の方は
上記金額の３０％増し

多目的ホール

５，０００円

８，０００円

１２，０００円

午前（９：００～１２：００）

午後（１３：００～１７：００）

全日（９：００～１７：００）

無料公開 サンシティ広場イベント
１回目１３：００ ２回目１５：００（各イベント共通）
＊雨天決行（荒天時は延期する場合があります）
＊場所…イタリアントマト越谷サンシティ店前

琉球舞舞団団
昇龍祭太鼓

９／２４
（土）

POWWEERR BBOOMMBB
アクロバットショー

１０／２２
（土）

�K.Miura

�Akira.Muto

�K.Miura

＊発売初日は、午前１０：００から
電話予約のみ受け付けします
＊サンシティメンバーズの優先
販売あり

２８・２９
（金）（土）

１０
１６・１７
（金）（土）

９
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●科学おもちゃ作品展
日 時：１０／２２（土）表 彰 式１０：００～１０：３０

展示公開 １０：３０～１６：００
１０／２３（日）展示公開 ９：００～１５：００

内 容：市内の小・中学生が作った手作りの
科学おもちゃ作品を展示・一般公開します
参加資格：市内の小・中学生であれば、
個人、グループを問いません
申込み：９／７（水）までに、小・中学校を
通じ児童館へ申し込み下さい（参加申
込み用紙は各小・中学校に配布済み）
●ロボット競技会
日 時：１１／１９（土）１３：３０～１５：００
内 容：中学生が自作
のロボットでピンポ
ン玉運びを競う大会
参加資格：市内の中学
生であれば、個人、グ
ループを問いません
申込み：１０／７（金）までに、中学校を通じ
児童館へ申し込み下さい。（参加申込み
用紙は各中学校に配布済み）
●科学実験・観察フェスティバル
「私たちの先生は大博士」
日 時：１２／１０（土）１３：００～１６：００
内 容：小・中学校の先生方による科学実験教室

●子育てフェスティバル
開催日：１０／７（金）
内 容：体操、リズム遊び、英語であそぼう、
ベビーマッサージ、工作など０才から未就
園児を対象に親子で楽しみながら遊べる行
事を用意してお待ちしております。詳細は
子育てフェスティバル特別号をご覧下さい。
●県民の日わくわく特別行事
開催日：１１／１４（月）
内 容：スペシャルサイエン
スショー「コスモゼリーを作
ろう」、ママと一緒に英語で
遊ぼう、野外で遊ぼう、プラ
ネタリウム投影など。
詳細はコスモスだより１１月
号をご覧下さい。

●ちびっこクリスマスフェスティバル
日 時：１２／１１（日）
対 象：３歳以上の幼児～小学生
内 容：青少年相談員のお兄さん・お姉さん
と歌や劇、ゲームで楽しく過ごすクリスマ
ス会です。詳細はコスモスだより１２月号で
お知らせします。
会 場：１階 遊戯室、工作室

●わくわく科学教室
◇秋の野草でリースづくり
日 時：１０／１６（日）１０：００～１２：００
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）２０人
申込み：１０／５（水）９：００から
◇牛乳パックできらめくポストカードづくり
日 時：１０／３０（日）

１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上

（１・２年生は
保護者同伴）
１２人

申込み：１０／５（水）９：００から
◇ひつじからの贈り物 ふわふわ小物づくり
日 時：１１／２０（日）１０：００～１１：３０
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者同

伴）２０人
申込み：１１／５（土）９：００から
◇すてきなクリスマスキャンドルをつくろう
日 時：１２／４（日）１０：００～１２：００
対 象：小学生以上（１・２年生は保護者

同伴）２０人
申込み：１１／２０（日）９：００から

●サタデーバイオ教室
日 時：１１／１２・１／１４・４／１４の土曜日（全３回）

①１０：００～１１：３０②１４：００～１５：３０
対 象：小学３年生以上（親子可）・各回１０人
内 容：バイオテクノロジーによる植物の

栽培
持ち物：マスク、

筆記用具
申込み：１０／２０（木）

９：００から
１１／１０（木）
まで

＊教室の最終回には、自分で育てたセントポーリ
アを持ち帰れます

●県民の日特別イベント
日 時：１１／１４（月）１０：００～１６：００
内 容：ザ・マジックショー、英語で遊ぼう、か

んたん工作、ヨーヨーつり、科学体験
（スライムづくり）、パソコン体験、ミク
ロの世界を観る、かみしばいなど

＊詳しくは「１１月号ヒマワリだより・県民の日特

別イベント号」をご覧ください

休館日（10月～12月）
月曜日（祝日を除く）

10/11・12／29～12／31

＊日時・内容については一部変更になる場
合があります。毎月発行の「コスモスだ
より」でご確認ください

プラネタリウム
９／１７（土）から
秋の星空とハムリンの宇宙パトロール
土曜・日曜、県民の日、祝日開館日
（平日は団体投影日）、学校冬休み期間
１１：００から、１４：００から、１５：３０から
小学生以上１人１回１００円

※幼児は保護者同伴で３才以上から観覧できます。

天体観望会
①１０／２９（土）②１１／１９（土）
いずれも１８：３０～２０：００
①秋の星空探訪～木星とアンドロメダ大星雲～
②晩秋の星空探訪～秋の星座物語～
小学生～大人各回５０名（小学生
は保護者同伴・乳幼児の同伴不可）

①１０／１５（土）②１１／５日（土）
いずれも９：００から電話受付

※天候不良時は、星空解説、プラネタリウム投影

ふれあい科学教室
①１０／３０（日）②１１／２７（日）
いずれも１０：００～１２：００
①カルメ焼きにチャレンジ
②光ファイバーのクリスマスツリーをつくろう
小学生以上とその保護者１０組
①１００円 ②３００円
①１０／１６（日）②１１／１３（日）
いずれも９：００から電話受付

日 程
内 容

投影日

時 間
観覧料

日 時

内 容

対 象

申込み

日 時

内 容

対 象
参加費

申込み

おもしろ科学教室
１１／２０（日）１０：００～１２：００
フルーツ味のフワフワわたあめを作ろう！
小学生以上１５人（小学３年生まで
は保護者同伴・乳幼児の入室不可）

３００円（わたあめ器の製作費含）
１１／６（日）９：００から電話受付

子どもクラフト教室
１２／１８（日）１０：００～１２：００
素敵なクリスマスキャンドルを作ろう
小学生以上１５人（小学３年生まで
は保護者同伴・乳幼児の入室不可）

１００円
１２／４（日）９：００から電話受付

ふれあい移動動物園
９／３０（金）１０：００～１２：００
ひよこやウサギ、モルモットなどの
小動物と触れ合うことができます。
コスモス玄関脇

日 時
内 容

対 象

参加費
申込み

日 時
内 容

対 象

参加費
申込み

日 時

内 容

会 場

休館日（10月～12月）
月曜日（祝日を除く）

9／20・10／11・11／15

にこにこクラブ
１０／２０・１０／２７・１１／１０・１１／１７・１１／２４
毎週木曜日（全５回）１０：００～１１：００
満３才以上対象で集団あそびなど
の親子で楽しめる活動を行います。
平成２０年１１月１日までに生まれ
た未就学児と保護者２４組
１０／６（木）９：００から電話受付

※幼児クラブ参加の方は、参加できません。２才児クラ
ブに該当のお子さんはどちらかの参加になります。

親子であそびましょう！
元気いっぱい！アスレチック

１０／２６（水）、１１／３０（水）、１２／２１（水）
１０：００～１１：３０
トランポリンや飛び箱を使ったアスレチック

クリスマス飾りを作ろう
１２／７（水）１０：００～１１：３０
クリスマス飾りを親子で製作（完成
品は持ち帰り）します。
未就学児と保護者
当日参加自由

ミルキーママスクール
１１／１８（金）１０：００～１１：００
運動機能の発達について
開催日当日２才未満の子をも
つ保護者および妊婦２５人
１１／４（金）９：００から電話受付

日 時

内 容

対 象

申込み

日 時

内 容

日 時

内 容

対 象
申込み

日 時
内 容

対 象

申込み

秋のお楽しみ会～越谷おはなし勉強会・他～
１１／２６（土）１４：００～１５：００
幼児（保護者同伴）・小学生以上１５０人
１１／５（土）９：００から

お父さんと遊ぼう
①１１／１２（土）１０：３０～１１：４５
②１／７（土）１０：３０～１１：４５
１～３歳の幼児と父親または両親１５組
①１０／２０（木）９：００から
②１２／２０（火）９：００から

やんちゃたいむ

◇こねこね小麦粉粘土あそび
１１／１０（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳以上の幼児と保護者２５組
１０／２７（木）９：００から電話のみ

ヒマワリ子育てフェスティバル
１１／１８（金）第１部１０：３０～１１：１５

第２部１３：００～１５：００
乳児・幼児（保護者同伴）
当日自由参加（先着順）

ヒマワリこどもコンサート
「そうだったのかMUSIC！～いろいろなジャンルの音楽を楽しもう�」

◇Spiedo（スペード）
１１／１６（日）１４：００～１５：００
当日自由参加（先着１５０名）

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象

申込み

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象
申込み

日 時
申込み

ミルキーママ・スクール

◇幼児の救急処置・応急手当講座
１０／１３（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳～未就学児を持つ保護者２０人
９／２１（水）９：００から

※ボランティアによる保育あり

楽しくいい汗かこう！こどもキッズダンス教室
１０／１５・２２・２９・１１／５
（各土曜日・全４回）１４：００～１５：００
幼児（５歳以上・保護者同伴）、小学生以上４０人
１０／５（水）９：００から

親子マジック教室
１０／２３（日）、３０（日）、１１／６（日）の全３回
いずれも１０：００～１１：３０
３回とも参加できる小学３年生以上の親子６組（保護者可）
１０／５（水）９：００から

ヒマワリこども音楽会

◇東埼玉吹奏楽団
１０／３０（日）１４：００～１５：００

◇越谷西高校OB吹奏楽団
１１／２７（日）１４：００～１５：００

子育て広場 あつまれ！１歳児
１１／１（火）１０：００～１１：００
市内在住の１歳児とその保護者２０組
１０／２２（土）９：００から電話のみ

日 時
対 象
申込み

日 時

対 象
申込み

日 時

対 象
申込み

日 時

日 時

日 時
対 象
申込み

＊事前に予約が必要な行事については、受付初日
の午前中は電話のみの受け付け。午後からは、
窓口でも受け付けします

＊定員のある行事は申込み順になります

のびのび親子教室

◇折り紙で野菜をつくろう
１１／４（金）１０：３０～１１：３０
市内在住の２歳の幼児と保護者２５組
１０／２１（金）９：００から電話のみ

茶道教室～ちょっと体験 日本の心～
１２／３（土）１４：００～１５：３０
小学生以上１２人
１１／２０（日）９：００から

子育て広場 あつまれ！０歳児
１２／６（火）１０：００～１１：００
市内在住の０歳児と保護者２０組
１１／２４（木）９：００から電話のみ

ミルキーママ・スクール

◇栄養士による、おやつと食事の取り方な
どについてのお話と、簡単なおやつ作り

１２／８（木）１０：３０～１１：３０
市内在住の０～２歳の乳幼児を持つ保護者２０人
１１／２０（日）９：００から

※ボランティアによる保育あり

もちつき大会
１２／２４（土）①９：４５～（体験もちつき）②１０：３０～（試食）
幼児（保護者同伴）以上
当日整理券を配布①５０人（保護者含む）、
②３００人（餅が無くなり次第終了）

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象
申込み

日 時
対 象

申込み

＊日時・内容については一部変更になる場合があります。毎月発行の「ヒマワリだより」でご確認ください
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温水プール
最終遊泳時間

トレーニングルーム

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：１０／２８（金） ９：３０～１１：００
場 所：和室
内 容：日常生活における機能訓練、

腰痛予防、筋力や体力の向上
などのアドバイスをいたしま
す

対 象：市内在住で６０歳以上の方８人
（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接けやき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：１０／９（日）・１１／１３（日）・

１２／１１（日） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、オセロゲームなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００、

１３：１５～１５：１５
対 象：市内在住で６０歳以上の方

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：１０／６（木）・１１／１０（木）・

１２／１（木） ９：３０～１１：００
場 所：機能回復訓練室
内 容：機能回復訓練室の機器の使用

方法や日常生活における機能
訓練、腰痛予防、筋力や体力向
上などのアドバイスをいたします

対 象：市内在住で６０歳以上の方、ま
たは保健センターの指導のあ
った方８人（先着順）

費 用：無料
申込み：当日直接ゆりのき荘へ

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：１０／１５（土）・１１／１９（土）・

１２／１７（土） ９：３０～１６：００
内 容：卓球、ベイゴマなど
対 象：市内在住の方なら、どなたで

もご利用になれます
費 用：無料

ふれあいデー（一般開放日）
日 時：９／１８（日）・１０／１６（日）・

１１／２０（日） ９：３０～１６：００
内 容：映画「男はつらいよ」上映

（１０：１０～と１３：１０～の２回上映）
ビリヤード、卓球

対 象：市内在住の方なら、どなたで
もご利用になれます

費 用：無料

第１７回くすのき祭
日 時：９／２７（火）～１０／２（日）

９：３０～１６：００
＊１０／２（日）は１４：００まで

内 容：くすのき荘で活動しているク
ラブの発表会
と作品の展示

対 象：どなたでもご
見学いただけ
ます

リハビリなんでも相談
理学療法士がリハビリについての相談
をお受けします。
日 時：１１／１８（金） ９：３０～１１：００

場 所：多目的ホール
内 容：機能訓練の方法、腰痛予防、筋

力向上、体力向上、血圧測定など

対 象：市内在住で６０歳以上の方８人
費 用：無料
申込み：当日、直接くすのき荘へ（先着順）

生活・健康相談
日 時：開館日の１０：００～１２：００

１３：００～１５：００
対 象：市内在住で６０歳以上の方

【公開時間】
１部：９：３０～１２：００（１１：４５）
２部：１３：００～１５：３０（１５：１５）
３部：１６：００～１８：３０（１８：１５）
４部：１９：００～２１：３０（２１：１５）
＊公開時間は、プール受付開場時間から更
衣室利用終了時間までの２時間３０分です

＊各部では、公開開始から１時間後に１０分間の休憩時間があります
＊混雑時には入場制限することがあります
＊毎週木・日曜日、リラクゼーションプールは、メンテナンスのた
め２１：００で終了となります

【利用料金】一般４００円、小・中学生３００円、６０歳以上２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です ＊車いすの方もご利用いただけます
＊３歳未満の方は利用できません
＊年齢を問わず、排泄が自立していない方は利用できません
＊保護者１人につき幼児（３歳以上の未就学児）の同伴は２人まで
＊小学生の午後５時以降の利用は、基本的に保護者の同伴が必要です

【利用時間】９：３０～２１：１５（更衣室利用終了時間２１：３０）
＊初めての方は初回講習会（予約制）の受講が必要となります
直接市民プールへ申し込みください（電話可）
講習会は開館日の ①１４：００～ ②１９：００～ の２回です
＊混雑時には入場制限することがあります
【利用料金】一般（高校生以上）１回４００円、６０歳以上 １回２００円
＊６０歳未満の障がい者は、半額です
＊車いすの方もご利用いただけます ＊中学生以下は利用できません

＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、けやき荘・くすのき荘へ問い合わせください＊掲載内容は都合により変更になる場合があります。詳しくは、ゆりのき荘・越谷市民プールへ問い合わせください

くすのき荘を一部ご利用になれない日

�９／１５（木）午前中 浴室 消防訓練のため
�９／２６（月）１４：００以降 全館

くすのき祭準備のため
�１０／２（日）１４：００以降 全館

くすのき祭片付けのため
�１０／６（木）・７（金）終日 教養娯楽室

越谷市老人クラブ連合会素人演芸大会のため
�１２／２８（水）終日 浴室 特別清掃のため
�１／４（水）午前中 浴室 設備点検のため

けやき荘を一部ご利用になれない日

�１１／５（土）終日 教養娯楽室
埼玉県年金受給者協会越谷分会集いのため

�１１／２５（金）終日 教養娯楽室
囲碁・将棋大会のため

�１２／２８（水）終日 浴室
特別清掃のため

�１／４（水）午前中 浴室
設備点検のため

２（日）・１０（祝）・１１（火）・
１６（日）・２４（月）・３０（日）

３（祝）・６（日）・１４（月）・
２０（日）・２３（祝）・２８（月）

４（日）・１２（月）・１８（日）・２３（祝）・
２６（月）・２９（木）・３０（金）・３１（土）

１０
月

１１
月

１２
月

休
館
日

３（月）・９（日）・１０（祝）・
１７（月）・２３（日）・３１（月）

３（祝）・７（月）・１３（日）・
２１（月）・２３（祝）・２７（日）

５（月）・１１（日）・１９（月）・
２３（祝）・２５（日）・２９（木）・
３０（金）・３１（土）

１０
月

１１
月

１２
月

休
館
日

ゆりのき荘を一部ご利用になれない日

�１０／１３（木）・１４（金）終日 教養娯楽室
越谷市老人クラブ連合会 素人演芸大会のため

�１０／１１（火）～２６（水）終日 浴室
東埼玉資源環境組合の施設点検に
よる温水供給停止のため
＊浴室以外はご利用になれます
�１２／２８（水）終日 浴室 特別清掃のため
�１／４（水）午前中 浴室

設備点検のため

１２／２９（木）～１／３（火）は年末
年始のため休館となります

年末年始
のお休み

３（月）・１１（火）・１７（月）・２４（月）・３１（月）

７（月）・１４（月）・２１（月）・２８（月）

５（月）・１２（月）・１９（月）・２６（月）・２９（木）・３０（金）・３１（土）

１０月

１１月

１２月

休
館
日

３（月）・１１（火）・１７（月）・２４（月）・３１（月）

７（月）・１４（月）・２１（月）・２８（月）

５（月）・１２（月）・１９（月）・２６（月）・２９（木）・３０（金）・３１（土）

１０月

１１月

１２月

休
館
日

１２／２９（木）～１／３（火）は年末年始のため休館とな
ります

年末年始
のお休み

①１０／１１（火）～２７（木）東埼玉資源環境組合の施設点検による温水供給停止
及び特別清掃のため

②１２／２８（水）第３部で終了 年末清掃のため ③１／４（水）第２部から開始 点検のため

①１０／１９（水）室内特別清掃のため ②１２／２８（水）１８：３０で終了 年末清掃のため
③１／４（水）１３：００から開始 点検のため
＊更衣室のシャワー使用不可１０／１１（火）～２６（水）

温
水

プ
ー
ル

ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム

一
部
施
設
の
利
用

休
止
の
お
知
ら
せ

１２／２９（木）～１／３（火）は年末
年始のため休館となります

年末年始
のお休み

１２／２９（木）～１／３（火）は年末
年始のため休館となります

年末年始
のお休み
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古紙配合率70％再生紙を使用しています 
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今号は防災特集です。
被災地の一日も早い復興を願うとともに、私
も日々、防災への備えが大切だと身にしみて感
じています。日ごろから、避難方法や連絡方法
について家族と話し合っておくこと。特に携帯
がつながらない状況での連絡手段は、この震災
で見つかった課題の１つです。
３月１１日は、市役所に入庁する前で、前職の
社屋、都内の高層ビルにいました。机の引き出
しが飛び出してくるほどの大きな揺れの中で、
私は遠く保育所に通う娘たちのことを思ってい
ました。人間、非常事態のときには正直になる
もので、愛する（？）夫のことなど、一度も頭を
よぎりませんでした…。
夫との絆（きずな）、これも震災が教えてく
れた、課題の１つです。 （ ）
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間
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生 涯 学 習 メニュー 

応援します、 
あなたの生涯学習 秋 

号 No.46［トライ］ 

平成23年 （2011年） ９月15日発行 Ｔ Ｒ Ｙ は広報こしがや季刊版に折り込まれます 

編集 ： 越谷市生涯学習推進市民委員会　　 発行：越谷市教育委員会  教育総務部  生涯学習課 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      343-8501　越ヶ谷4-2-1　　  963-9283　FAX 965-5954

発行にあたり 
● 
● 詳細・申込みについては、各機関・施設に直接お問い合わせください。 
● 開催日時および内容等は、変更する場合もありますので、ご了承ください。 

このＴＲＹは、市ホームページからもご覧になれます。ホームページ　越谷市役所　TRY 検索 

ふふるるっっててごご参参加加くくだだささいい��

参参加加費費無無料料！！
当当日日受受付付！！
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日 時：１１月２３日（祝）午前９時開会
会 場：総合開会式 総合体育館第１体育室

種目別講習会・交歓会 市内体育施設
※雨天の場合は、屋外での事業は中止とし、屋内種目のみを実施

多くの市民が広くスポーツ・レクリエーションに親しむことができる祭典として開催し、
市民スポーツの振興と福祉の増進に寄与することを趣旨としています。
さまざまなスポーツ・レクリエーションをエンジョイし、さわやかな１日を過ごしましょう。

�日本民踊
�フォークダンス
�山行ビデオ放映・写真展
�トランポリン
�バドミントン
�レク・バレーボール
�婦人ソフトボール
�ソフトテニス
�卓球
�ランニング・ヨガ
�健康体操
�綱引き
�グラウンド・ゴルフ
�クラフト（手作り工作）
�ビーチボール競技
�ターゲット・バードゴルフ
�ノルディックウォーキング
�なぎなた
�ユニカール

種 目

主 催 越谷市教育委員会・越谷市レクリエーション協会
主 管 こしがやスポーツ・レクリエーションフェスティバル２０１１

実行委員会
問合せ 越谷市レクリエーション協会事務局 �９６２－１５１６

スポーツ振興課振興係 �９６３－９２８４

※詳しくは「広報こしがやお知らせ版１１月号」をご覧ください
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こしがや能楽の会
第第９９回回

ここししががやや能能楽楽のの会会
日 時 １１／１４（月）「県民の日」 １０：００～１５：００
場 所 大間野町旧中村家住宅

大間野町１－１００－４
�９８５－９７５０

内 容 昔遊びやカマド体験の
ほか、お茶会も同時開
催します。ご家族そろ
って、どうぞ気軽にお
越しください。

参加費 無料
申込み 当日直接会場へ ※お茶会は先着１００人まで
主 催 越谷市教育委員会
共 催 NPO法人越谷市郷土研究会
協 力 越谷市茶道協会

市内の能の謡、舞、囃子などを愛好
する団体が、日ごろの稽古の成果を発
表します。
約７００年の歴史を持つ、日本の伝統
芸能である能楽の楽しさを味わってみ
ませんか。
日 時 １１／６（日）※雨天決行

開場１１：３０ 開演１２：００
場 所 越谷市日本文化伝承の館

こしがや能楽堂
入場料 無料
主 催 こしがや能楽の会実行委員会、

越谷市、越谷市教育委員会
後 援 財団法人越谷市施設管理公社
問合せ 生涯学習課 文化振興係

�９６３－９３０７

文化に親しむ市民の皆様が日ごろの成果を発表する、市民文
化の祭典です。
日本舞踊、和太鼓、合唱・独唱、ハワイアン、ダンスなどの
様々なステージ発表や、絵画、工芸、華道などの展示の他、来
場者が無料で体験できる工芸教室も開催します。
どうぞお気軽にお越しください。
日 時 １１／１７（木）～１１／２０（日）

１０：００～１９：００（最終日は１８：００まで）
場 所 越谷コミュニティセンター（サンシティ）
部 門 出品部門、出演部門
入場料 無料
主 催 越谷市民文化祭実行委員会、越谷市、越谷市教育委員会
共 催 越谷市文化連盟・財団法人 越谷市施設管理公社
問合せ 生涯学習課 文化振興係 �９６３－９３０７

県では、教育に関する理解を深

めてもらえるように、１１月１日を

「彩の国教育の日」、１１月１日か

ら７日までを「彩の国教育週間」

としています。

「彩の国教育の日」をきっかけに、

子どもたちの健やかな育成につい

て、一緒に考えてみませんか？

期間中は、県や市町村、学校、

社会教育施設、各種団体などで、

学校公開や親子向け体験教室など

の事業を多数実施します。

ぜひご参加ください。

詳しくは県ホー

ムページをご覧く

ださい。

問合せ 県教育局市町村支援部

家庭地域連携課

�０４８－８３０－６９７６

移動動物園（ふ
れあいコーナー）
などのイベント

越越谷谷市市保保存存民民家家大大間間野野町町旧旧中中村村家家住住宅宅
開開館館記記念念イイベベンントト

日ごろの成果を存分に発揮！

※なお、イベントの
内容が変更になる
場合もありますの
で、広報こしがや
お知らせ版１１月号
もご覧ください

検 索彩の国教育の日

１１月１日は
「彩の国教育の日」

越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越越谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百百景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景景ススススススススススススススススススススススススススケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチ
原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展

１１／３０（水）～１２／４（日）

市内在住の画家大徳幸雄氏が越谷市内
の風景を描いたスケッチ原画１００点ほか

９：００～１８：３０ 入場無料
中央市民会館２階市民ギャラリー

キキャャンン ベベ ルル タタウウンン

「県民の日」in 野鳥の森
１１／１４（月）９：００～１６：００
（入園は１５：３０まで）

埼玉県マスコット
「コバトン」

ああだだたたらら高高原原少少年年自自然然のの家家へへ行行ここうう��
東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
この東日本大震災により福島県二本松市の『越谷市立あだたら高原少年自然の家』も多大な被害を受けましたが、

このたび一部災害復旧緊急工事が完了し、１０月２３日（日）までの一般貸し出しが可能となりました。

10/26（水）アンサンブル・トーン ～音～（弦楽四重奏）
第１ヴァイオリン：市川志乃生 ヴィオラ：金谷 理絵
第２ヴァイオリン：藤堂恵美子 チ ェ ロ：町田美佐子

芸術の秋！今回のアンサンブル・トーンは
「日本」をテーマに演奏します。
耳馴染みのある曲も、弦楽四重奏の音の世界

で改めてお楽しみください！

＜曲目＞�日本の四季メドレー
�川の流れのように その他

12/22（木）藤原正明【MASA☆】（クラリネット）＆
石本仁美【HITOMI】（ピアノ）

MASA☆とHITOMIからのちょっと早いクリス
マス・プレゼント。クラシック、ジャズ、ポップ
スetc…ジャンルレスなハッピーなサウンドをお
楽しみに！

＜曲目＞�アヴェ・マリア（グノー）
�ママがサンタにキスをした（T．コナー）
�星に願いを（ハーライン） その他入 園 無 料

楽しく工作！

こん身の力作！

問合せ
生涯学習課 文化財係
�９６３－９３１５

中央市民会館１階ロビー 当日直接会場へ

大人顔負けの子どもたちの舞

利用方法
５市１町内（越谷市・草加市・三郷市・八潮市・吉川市・松伏町）にお住まいの方や、お勤めされている方は、

利用日の３か月前から、それ以外の方は２か月前から生涯学習課で予約を受け付けます。電話で施設の空き状況を
確認後、予約してください。
利用日の一週間前までに宿泊料金を添えて生涯学習課へ

●宿泊料金（一泊）５市１町内の方 大 人 １５００円
小中学生 ５００円

〃 以外の方 大 人 ２０００円
小中学生 ７００円

●食事料金 朝食・昼食 各３１５円
夕食は、７３５円または１２６０円
いずれも税込み

※食事料金は、食事終了後にお支払いただきます

自然の家

東北自動車道二本松IC下車

自然の家

タクシー

１０分

４�

１０分

岳温泉

岳温泉

バス

２５分

１２�

３０分

二本松

二本松
I.C

東北本線

２５分

２２６�

１６０分

郡山

岩槻
I.C

東北新幹線

７０分

５．７�

５分

大宮

浦和
I.C

鉄道

車

交

通

申込み・問合せ 生涯学習課 生涯学習担当 �９６３－９２８３

がんばろう日本！

がんばろう東北！

無 料１２：１５～ 約３０分間

�343‐0813 越ヶ谷4‐1‐1 �966‐6622越谷市中央市民会館

第第４４３３回回越越谷谷市市民民文文化化祭祭
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９／２４（土）１０：００～１０：１５に直接増林地区センター・
公民館（増林３－４－１ �９６２－２８５５）へ（申込み多
数＝抽せん）。定員に満たない場合は、同日１３：００か
ら電話可

９／２４（土）１４：００～１４：１５に直接増林地区センター・
公民館（増林３－４－１ �９６２－２８５５）へ（申込
み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日か
ら電話可

１１／１２（土）１４：００～１４：１５に直接増林地区センター・
公民館（増林３－４－１ �９６２－２８５５）へ（申込
み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日か
ら電話可

１０／３（月）８：３０から参加費を添えて本人が直接川柳
地区センター・公民館（川柳町２－４８５ �９８７－
８２１３）へ（申込み順）

往復はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を記入し
１０／２８（金）必着で越ヶ谷地区センター・公民館（〒
３４３－０８１３ 越ヶ谷４－１－１ �９６５－３０９３）へ（申
込み多数＝抽せん）

１１／４（金）１０：００から材料費を添えて直接北越谷地区
センター・公民館（北越谷４－８－３５ �９７６－５７５８）
へ（申込み順）

会場：トマトクラブ（南荻島７９－１）
９／２４（土）１３：４５～１４：００に参加費を添えて荻島地区
センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－９５５５）
へ（申込み多数＝抽せん）

９／２４（土）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

１０／２０（木）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

１０／２２（土）１０：００～１０：１５に直接新方地区センター・
公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）へ（申込み多
数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日から電
話可

１１／１２（土）１３：３０～１３：４５に直接新方地区センター・
公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）へ（申込み多
数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日から電
話可

１０／１４（金）８：３０から直接大相模地区センター（相模
町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申込み順）。定員
に満たない場合は翌日から電話可

１０／１５（土）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１３（日）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１９（土）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

１１／１２（土）８：３０から材料費を添えて直接大相模地区
センター（相模町３－４２－１ �９８８－７３７０）へ（申
込み順）。定員に満たない場合は翌日より電話可

会場・申込み

市内在住で
６０歳以上の
男性
（１６人）

市民
（３０人）

市内在住の
女性
（１０人）

市内在住の
成人女性
（２０人）

市内在住在
勤の方
（２０人）

市内在住の
成人
（２０人）

市内在住で
小学３年生
以上のテニ
ス初心者
（１６人）

中学生以上
の市民
（１８人）

市内在住の
成人女性
（２０人）

小学生以上
の市民
（２０人）

市民
（３０人）

市民
（１００人）

市民（２４人）
小学３年生以
上、小学生は
保護者同伴

市民
（２０人）

市民
（１６人）

市民
（２０人）

対象（定員）

２０００円

無料

無料

１０００円

教材費
実費負担

２５００円
（１セット
分材料費）

４８００円

材料費
１５００円

材料費
３０００円

無料

無料

無料

材料費
５００円

材料費
６００円

材料費
１５００円

材料費
１５００円

参加費

料理を作る楽しさ、食の大切さ
を学び、同世代の人たちとのコ
ミュニケーションをはかる
講師 越谷市食生活改善推
進員協議会の皆さん

基礎的な知識の習得を図り、
国際化社会に対応した教養
を身につける

ふさ だ とし お

講師 房田利雄さん

日本の伝統文化を再認識し、
着付けの基礎知識と技術を習
得する

おいかわ み さ こ

講師 及川三沙子さん

香りや色の基礎知識と楽しみ方。
ルームスプレー作りや色ぬりの
実習。ハーブティータイム付です

あ べ ひろ こ

講師 阿部広子さん

中国語の日常会話を学び中
国の文化にふれる国際理解
講座の一環

か よう

講師 賈曄さん
たつ

来年の干支・辰の木目込み
人形を作る

えんどうみどり

講師 遠藤翠さん

初心者を対象にテニスの基
礎を学ぶ
講師 トマトクラブインス
トラクター

はじめての方でも楽しく基礎
からパンづくりが学べます

だ て じゅん こ

講師 伊達準子さん

絵手紙年賀状、美容、フラワ
ーアレンジメント、アロマ
セラピー

ヨガの体験を通じて、健康
な生活を営むことへ関心を
持っていただく

おくもとかず み

講師 奥本和美さん

遺言・相続・成年後見制度の
学習を通じて、正しい知識
を身につけ、様々な場面で
生かせることを目的とする

まつ の としひこ

講師 松野俊彦さん

実技指導をとおして歌い方
の基礎から専門的な知識ま
でを学ぶ

やす い ほうどう

講師 安井鳳憧さん

簡単にできるスポーツ吹き
矢で健康増進を！

さいとうくに お

講師 齊藤邦雄さんほか

パンフラワーを使って手作
りのリースを作り、素敵な
クリスマスの演出を

お だ ぎりよう こ

講師 小田切洋子さん・
きたばやしよし え

北林好枝さん

実習をとおして、手打ちそば
の基礎的な作り方を学ぶ

ふし み かずひさ

講師 伏見和久さん・
ふし み たかかず

伏見孝一さん

「作って、学んで、食べて、キム
チを味わってみませんか！」
キムチ作りの実習を通して、
簡単なキムチ料理を学び、
そして、キムチもちの試食！
と盛りだくさんの講習会

たかやまひろ こ

講師 高山博子さん

内容

１０／１・８・１５・２２
土曜日
１０：００～１３：００
全４回

１０／１・８・１５・２２、
１１／５・１２・１９・２６
土曜日
１４：００～１６：００ 全８回

１１／２６
１２／３・１０・１７
土曜日
１３：３０～１５：３０ 全４回

１０／１７・２４
月曜日
１０：００～１２：００
全２回

１１／１７・２４、１２／１・８・１５
毎週木曜日
１９：３０～２１：００
全５回

１１／１７（木）
１０：００～１６：００

１０／１・８・１５・２２・２９
土曜日
１６：００～１８：００
全５回

１０／１・８・１５
土曜日
９：３０～１３：００
全３回

１１／１７・２４、１２／１・８・１５・２２
毎週木曜日
１０：００～１１：４５
全６回

１１／１２（土）
１０：００～１２：００

１２／３・１０
土曜日
１３：３０～１５：３０
全２回

１０／２１・２８、１１／４
金曜日
１４：００～１６：００
全３回

１１／６・１３
日曜日
９：３０～１２：００
全２回

１２／１１（日）
９：００～１２：００
全１回

１２／１４（水）
１９：００～２１：００
全１回

１２／１６（金）１９：００～２０：３０
（塩漬け準備）
１２／１７（土） ９：００～１３：３０
（漬け込み・料理講習会・試食会）
全２回

開催日時

団塊世代の
料理教室

英会話教室

着物着付け講習会

アロマテラピー・
カラーセラピー
講習会

すぐに役立つ
中国語

木目込み干支人形
作り講習会

初級テニス教室

荻島パンづくり
講習会

レディー・
スクール

ヨガ体験講座

遺言・相続・後見講座
～財産を守るために～

カラオケ講習会

スポーツ吹き矢
教室

クリスマスリース
作り講習会

手打ちそば作り
講習会

キムチ作り・
キムチ料理講習
会とキムチ餅試
食会

学級・講座名

１０／５（水）８：３０から直接川柳地区センター・公民館
（川柳町２－４８５ �９８７－８２１３）へ。電話可（申込
み順）代理申込み不可
双子の場合は保護者２人の参加が必要です
兄・姉連れは、安全を考慮してご遠慮ください

１０／１１（火）８：３０から直接川柳地区センター・公民館
（川柳町２－４８５ �９８７－８２１３）へ。電話可（申込
み順）代理申込み不可
双子の場合は保護者２人の参加が必要です
兄・姉連れは、安全を考慮してご遠慮ください

①は１０／１（土）、②は１１／５（土）から材料費を添えて
直接大沢地区センター・公民館（大沢２－１０－４０
�９７６－５８００）へ。申込み順

１１／７（月）１０：００から直接北越谷地区センター・公民
館（北越谷４－８－３５ �９７６－５７５８）へ。電話可
（申込み順）

９／２６（月）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

１０／２７（木）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

１０／１９（水）１０：００～１０：１５に材料費を添えて直接新方
地区センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）
へ（申込み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、
翌日から電話可

１２／３（土）９：３０～９：４５に材料費を添えて直接新方地区
センター・公民館（大吉４７０－１ �９７１－０８００）へ（申込
み多数＝抽せん）。定員に満たない場合は、翌日から電話可

＊申込み多数により抽せんの場合は、１組１回の抽せんとします。
なお、定員に満たない場合もありますので、地区センター・公民館
へお問い合わせください

会場・申込み

市内在住の
親子（６組）
生後３ヶ月
（首がすわっ
てきた頃）
～ハイハイ
前の赤ちゃ
んまで

市内在住の
親子（６組）
ハイハイし
始めた頃～
１才未満の
幼児まで

市内在住の
小学生とそ
の保護者
（８組）

市内在住の
子ども・親
子（５０人）

市内在住の
２歳半～４
歳児とその
保護者
（２０組）

市内在住の
２～３歳児と
その保護者
（２０組）

市内在住の
２～３才児と
その保護者
（２０組）

市内在住の
小学生と保
護者（１０組）

対象（定員）

無料

無料

材料費
１０００円
（１教室分）

無料

材料費
５００円

材料費
実費負担
６００円

材料費
６００円

材料費
３５０円

参加費

赤ちゃんの肌とふれあうこ
とで、親子の絆を深めまし
ょう

おおさわゆう こ

講師 大澤祐子助産師

赤ちゃんの肌とふれあうこ
とで、親子の絆を深めまし
ょう

おおさわゆう こ

講師 大澤祐子助産師

親子で楽しく料理を作るこ
とを通じ、食の大切さと家族
の健康づくりについて学ぶ

や とうげたか こ

講師 八峠孝子管理栄養士
ひがしひさ こ

東久子栄養士

人形劇・ゲーム・工作
講師 文教大学サークル「ワ
ンダーキッズ・人形劇部会」

歌ったり、おどったり、ゲ
ームをしたり。英語で楽し
く親子であそびます

わたなべのり こ

講師 渡辺紀子さんほか

親子でいっしょに楽しみな
がら学ぶ
講師 子育てサポーター・
チャオ

お買い物ごっこをしよう、
作ってあそぼう、親の学習
プログラム、リズム＆運動
あそび、親子調理「ピザ」
講師 子育てサポーター・
チャオ

親子でしめ飾りを作り、新
しい年を迎える

えんどうとし こ

講師 遠藤敏子さん

内容

１０／１９（水）
１０：００～１２：００

１０／２６（水）
１０：００～１２：００

①１１／１９（土）
９：３０～１２：３０

②１２／１７（土）
９：３０～１２：３０

１２／１１（日）
１３：３０～１５：３０

１０／１７・２４・３１、１１／７・１４
月曜日 １０：００～１１：００
全５回

１１／１０・１７・２４、１２／１・８
木曜日 １０：００～１２：００
（１２／８は１２：３０まで）
全５回

１１／９・１６・３０、１２／７・１４
水曜日 １０：００～１１：４５
全５回

１２／２４（土）
９：３０～１１：３０

開催日時

ベビーマッサージ

ハイハイからの
ベビーマッサージ

親子料理教室

ちびっ子
クリスマス会

親子で英語で
あそぼう！

家庭教育学級
～親子遊遊教室～

家庭教育学級�

～年末企画～
正月しめ飾り作り教室

学級・講座名

会場：トマトクラブ（南荻島７９－１）
９／２４（土）１３：００～１３：１５に参加費を添えて直接荻島
地区センター・公民館（南荻島１９０－１ �９７４－
９５５５）へ（申込み多数＝抽せん）

当月第１土曜日（ただし１０／８は９／２４（土）から）８：
３０から材料費を添えて直接川柳地区センター・公民
館（川柳町２－４８５ �９８７－８２１３）へ（申込み順）

前月第４土曜日８：３０から材料費を添えて直接大沢
地区センター・公民館（大沢２－１０－４０ �９７６－
５８００）へ。電話可（申込み順）

１２／１０（土）より直接大相模地区センター（相模町３
－４２－１ �９８８－７３７０）で入場整理券（無料）を
配布（先着順）

会場・申込み

市民の方ならどなたでも参加できる講座です。
お住まいの地区以外の地区センター・公民館
へも足を運んでみませんか？

市内在住で
小学生のフ
ットサル初
心者（２０人）

市内在住の
小学生
（３０人）

市内在住の
小学生
（２０人）

市民
（各回１００人）

対象（定員）

４８００円

２００円

１００円

２００円

材料費
実費負担

材料費
実費負担

無料

参加費

初心者を対象にフットサル
の基礎を学ぶ
GRANDE（グランデ）インス
トラクター

ビー玉ブローチ べっこう飴作り

工夫して作ってみよう！
木の実の工作

豆腐は手作り！芋煮会

体験や遊びをとおして、創
造性やふれあいを学ぶ
講師 越谷市余暇活動指導
者連盟

遊びを通して多くの知識や
技術について学ぶ

おおはし み よ こ

講師 大橋美代子さん他

「塔の上のラプンツェル」

内容

１０／１・８・１５・２２・２９
土曜日
１４：００～１５：３０
全５回

第６回 １０／８

第７回 １１／１９

第８回 １２／１７

９回目以降の開催日
１／２８、２／２５
全て土曜日
１０：００～１２：００

１１／２６、１２／１７
土曜日
１０：００～１２：００

１２／２５（日）
午前の部 ９：４５開場

１０：００開演、
午後の部 １３：４５開場

１４：００開演

開催日時

初級
フットサル教室

子ども
遊び探検隊

子ども遊学教室

冬休み子ども
名作映画会

学級・講座名

4

生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
《
Ｔ
Ｒ
Ｙ
》

秋
号

5

生
涯
学
習
メ
ニ
ュ
ー
《
Ｔ
Ｒ
Ｙ
》

秋
号



越谷市立図書館 �343‐0023 東越谷4‐9‐1 �965‐2655

休
館（
室
）日

越谷市立図書館 北部図書室 �343‐0033 恩間181‐1
�978‐5311 南部図書室 �343‐0845 南越谷1‐2876‐1

�990‐0305
毎週月曜日（９／１９、１０／１０日は開館）
９／２０（火・振替休日）・３０（金・館内整理日）
１０／１１（火・振替休日）・１８～２６（火～水・蔵書点検日）
１１／３０（水・館内整理日）

第２・４月曜日（１０／１０は開館）
９／３０（金・午前中室内整理）
１０／１１（火・振替休日）
１０／２０・２１（木～金・蔵書点検日）
１０／３１（月・午前中室内整理）
１１／３０（水・午前中室内整理）

９／３０（金・午前中室内整理）
１０／２０・２１（木～金・蔵書点検日）
１０／３１（月・午前中室内整理）
１１／３０（水・午前中室内整理）
１２／１２（月・システム点検日）

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象（定員） 会場 申込み

日本古典文学
鑑賞講座

１０／９（日）、１１／１２（土）、１２／１０
（土）
１４：００～１６：００

１０月のテーマ「和泉式部日記・和泉式部集」
おか だ ひろし

講師：岡田弘さん もり とよ はる

１１、１２月のテーマ「土佐日記」講師：森豊治さん

無料 市民
（８０人）

２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ

野口冨士男
文庫講演会

１１／１９（土）
１３：３０～１６：００

野口冨士男生誕百年記念講演会
つ むらせつ こ かわもとさぶろう

講師：津村節子さん、川本三郎さん
さかがみひろし

進行：坂上 弘さん
第１部：朗読「越ケ谷日記」「薄ひざし」

（『越ケ谷日記』より）
朗読：こだま文庫の方々

第２部：講演①津村節子さん
②川本三郎さん

演題：①「野口冨士男さんと私」
②野口冨士男『越ケ谷日記』について

無料 どなたでも
（１６０人）

中央市民会
館 ４階
第１３～１６会
議室

受付は１１／１（火）１０：００
から電話で図書館（�
０４８－９６５－２６５５）へ
（申込み順）

おはなし会 毎週水曜日
（１０／１９・２６、１１／２３・３０を除く）
１５：４５～１６：１５

昔話などの語りと絵本のよみきか
せ

無料 ４歳～小学
６年生

２階会議室 当日、直接図書館へ

映画会 ９／２５（日）１３：３０～１５：３０ 「椿姫」 無料 どなたでも
（先着６０人）

２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ
１０／１（土）１３：３０～１４：００ 「もちもちの木」 ※児童向きです
１０／２（日）１３：３０～１５：１５ 「ベラミ」
１１／２７（日）１３：３０～１５：２０ 「明日へのチケット」

うさこちゃんの
おへや

９／２２、１０／２７、１１／２４
木曜日
１１：００～１１：３０

わらべうたや絵本のよみきかせ 無料 ２～３歳児
と保護者

２階視聴覚
ホール

当日、直接図書館へ

市民読書会 ①１０／１５ ②１２／１７
土曜日
１３：３０～１５：３０

テキスト
①差別と日本人（野中広務著、辛淑玉著）
②荒地の恋（ねじめ正一著）

無料 どなたでも
（１５人）

２階会議室 当日、直接図書館へ

児童文学講演会 １１／２５（金）
１０：００～１２：００（開場９：３０）

た なか かず お

童話屋 編集者 田中和雄さん
「詩の扉ひらけ ごま」
当日、関連図書の貸出を行います。
利用券のある方はお持ちください

無料 保護者、教育
関係者、保育
関係者、児童
文学・子ども
の本に関心の
ある方（２００人）

越谷コミュ
ニティセン
ター ポル
ティコホー
ル

当日直接会場へ（先着順）
保育室（当日１歳６ヵ月
以上・２０名まで）のお申
込みは、電話で１１／１（火）
から１１／１５（火）まで図書
館（�０４８－９６５－２６５５）
へ

花田苑 �343‐0015 花田6‐6‐2 �962‐6999

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象（定員） 申込み

開花亭茶会 １０／９（日）・３０（日）、１１／１３（日）・２０
（日）・２６（土）、１２／４（日）
１０：００～１５：００

日本庭園の四季折々の風情を味
わう

一服５００円
別途入園料１００円
が必要です

どなたでも
（８０人）

当日茶券販売
（先着順）

やすらぎの茶席 １０／１６（日）、１１／１４（月）※入園無料・
２７（日）
１０：００～１５：００

どなたでも参加できるお茶席で
す

一服３００円
別途入園料１００円
が必要です

どなたでも
（８０人）

当日茶券販売
（先着順）

花田苑開園２０周年
夕ざりの茶会

９／２５（日）
１６：００～１９：００

暮れゆく秋の風情を灯りと共に
楽しんでみませんか？初めての
方も、お気軽に一服いかがですか

一服５００円
別途入園料１００円
が必要です

どなたでも
（２００人）

当日茶券販売
（先着順）

「県民の日」
無料開園

１１／１４（月）
９：００～１６：００

苑内オリエンテーリング等を開
催します。

入園無料
茶席有料
（一服３００円）

どなたでも
（ただし茶席
は１００人）

当日茶券販売
（先着順）

６
―

７
―

１
―

２
―

１
１５

２
１６

―
１７

４
１８

４
―

５
―

６
―

７
―

６
―

７
２１

１
１５

２
１６

１：３０～２：００
３：００～３：４５
１：３０～２：００
３：００～３：３０
１：２０～２：００
３：００～３：４５
１：３０～２：１５
３：００～３：３０
１０：１５～１１：００
１：１５～１：５０
２：００～２：３０
３：００～３：３０
１：３０～２：００
３：００～３：４５
１：３０～２：１５
３：１５～３：４５
１：３０～２：００
２：４５～３：１５

第１・３
火曜

第１・３
水曜

第１・３
木曜

第１・３
金曜

弥 栄 第 二 公 園
鷲 越 ふ れ あ い 公 園
蒲 生 東 町 自 治 会 館
児 童 館 ヒ マ ワ リ
蒲 生 第 二 小 学 校
越 谷 フ ァ ミ リ ー タ ウ ン
モ ア ス テ ー ジ 千 間 台
成 和 ふ れ あ い 公 園
け や き 荘
新 方 小 学 校
く す の き 荘
憩 い の 里 す こ や か
さ し き だ 自 治 会 内 公 園
宮本町５丁目北自治会公園
シ ャ ル ム 北 越 谷
越 谷 ス カ イ ハ イ ツ
南 町 第 二 公 園
朝日プラザガーデンシティ新越谷

１３
―

１４
―

８
―

９
―

８
２２

９
―

１０
２４

１１
２５

―
―

１２
―

１３
２７

１４
２８

１３
２７

１４
２８

８
２２

９
―

１：３０～２：００
３：００～３：４５
１：３０～２：１５
３：１５～３：４５
１：３０～２：００
３：００～３：４５
１：３０～２：１５
３：００～３：４５
１：３０～２：００
２：４５～３：３０
１：４５～２：１５
３：００～３：３０
１：１５～２：００
２：３０～３：００

第２・４
火曜

第２・４
水曜

第２・４
木曜

第２・４
金曜

千 間 台 西 ６ 丁 目 集 会 所
せんげん台パークタウン
大 袋 東 小 学 校
大 林 会 館
千 間 台 小 学 校
桜 井 青 空 東 側 緑 地
荻 島 小 学 校
住 吉 新 生 自 治 会 館
弥 十 郎 児 童 公 園
深 田 公 園
大間野４・５丁目ふれあい公園
若 草 自 治 会 館
大 相 模 小 学 校
D’グラフォートレイクタウン

１２月１１月１０月９月時間曜日駐車場

移動図書館「しらこばと号」巡回日程表
１２月１１月１０月９月時間曜日駐車場

総合体育館 �343‐0011 増林2‐33 �964‐4321

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象（定員） 会場 申込み

エアロビクス
ダンス教室

毎週水曜日・１４：００～・１９：３０～
毎週金曜日・１０：３０～・１９：３０～
（９／２８（水）１４：００～、１１／２３（水・祝）
１４：００～、１１／２５（金）１０：３０～・１９：３０～、
１２／９（金）１０：３０～・１９：３０～を除く）

エアロビクス・ストレッチ
等（６０分）

３００円 高校生以上
（８０人程度）

総合体育館 希望日時に随時可
利用講習会なし。日
程変更になることが
あります。詳しくは
総合体育館まで

ルーシーダットン
教室

第１～４金曜日
１５：００～
（１１／２５（金）、１２／９（金）を除く）

タイ式ヨガのポーズ・スト
レッチ等（６０分）

３００円 高校生以上
（５０人程度）

総合体育館 持ち物、運動のできる服装、
タオル、飲み物、上履き（実
際に運動をするときは裸足
で行います。）希望日時に
随時可 利用講習会なし。
日程変更になることがありま
す。詳しくは総合体育館まで

STEPのご利用 ９／２０、１０／１８、１１／１・１５、１２／６
火曜日
（小中学生のみの利用は１７：００まで）

卓球・バドミントン・ビー
チボールの自由参加
各２時間単位９：００～２１：３０
まで

大人２時間
３００円・小
中学生２
時間１５０円

小学生以上 当日総合体
育館へ

体育館シューズ・用
具は各自お持ちくだ
さい。
日程が変更になるこ
とがあります。詳し
くは総合体育館まで

ビーチボール
STEP

１０／３（月）・１７（月）・２４（月）、１１／７
（月）・１２（土）・２１（月）、１２／５（月）
９：３０～１１：３０、１２：００～１４：００、１９：００
～２１：００
（小中学生のみの利用は１７：００まで）

ビーチボールの教室毎回指
導員による指導あり

大人２時間
３００円・小
中学生２
時間１５０円

小学生以上 当日総合体
育館へ

体育館シューズは各
自お持ち下さい。
日程が変更になるこ
とがあります。詳し
くは総合体育館まで

スポーツ振興課 �343‐8501 越ヶ谷4‐2‐1（市役所第二庁舎4階）�963‐9284

学級・講座名 開催日時 内容 参加費 対象（定員） 会場 申込み

第１６回ライフ・チャレンジ・
ザ・ウォーク
「越谷ファミリーウォーク」

１０／３０（日） ・４キロコース、７キロコ
ースに分かれて、ウォー
キング（コース途中でゲ
ームを行う）

・参加者全員に参加賞あり

無料 市内在住者
（３００人以内）

中央市民会
館～いきい
き館

９／２２（木）９：００から
１０／１４（金）１７：００まで。
市ホームページから
の申込みか電話での
申込み（先着順）

第４７回越谷市
元旦
マラソン大会

１／１（祝）
８：３０受付 ９：４０開会式
１０：００から時差スタート

①１０�
②５�
③３�
④１�
⑤０．５�

小・中学生
５００円
高校生以上・
幼児（保護者
同伴）１２００円

①②高校生以上
③中学生以上
④小学生５年生以上
⑤小学生以上、幼
児（保護者同伴）

市役所およ
びその周辺

１０／１４（金）～１１／１４
（月）に直接スポーツ
振興課または越谷市
内郵便局へ

第３０回越谷市
なわとび大会

２／５（日） 長なわとび、時間とび、２
重とび、親子とびほか

無料 市内在住の
小学生以上
の方

総合体育館 詳しくは広報こしがや
お知らせ版１２月号を
ご覧ください

スポーツ振興課／生涯スポーツ講座
●各体育館で開催日に随時受け付け 参加費無料
●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方（学生を除く）。

北体育館 （毎月曜） 南体育館 （毎水曜） 第１体育館（毎木曜） 西体育館 （毎金曜）

開催日
午前（講師付） 午後（フリー）

開催日
午前（講師付） 午後（フリー）

開催日
午後（講師付）

開催日
午前（講師付） 午後（フリー）

１０：００～１１：３０ １３：００～１４：３０１４：４０～１６：１０ １０：００～１１：３０ １３：００～１４：３０１４：４０～１６：１０ １３：３０～１５：００ １０：００～１１：３０ １３：００～１４：３０１４：４０～１６：１０
種目 種目 種目 種目 種目 種目 種目 種目 種目 種目

９／１９ ９／２１フラバールバレー ビーチボール他 卓球 ９／２２ ヨーガ ９／２３
９／２６ ドッヂビー 卓球 ビーチボール他 ９／２８ ９／２９ ヨーガ ９／３０エアロビクス 卓球 ビーチボール他
１０／３ バスケットボール ビーチボール他 卓球 １０／５ バドミントン ビーチボール他 卓球 １０／６ １０／７
１０／１０ １０／１２バドミントン 卓球 ビーチボール他１０／１３けいらくビクス１０／１４ラケットテニス 卓球 ビーチボール他
１０／１７バスケットボール ビーチボール他 卓球 １０／１９バドミントン ビーチボール他 卓球 １０／２０けいらくビクス１０／２１ラケットテニス ビーチボール他 卓球
１０／２４バスケットボール 卓球 ビーチボール他１０／２６ １０／２７ １０／２８ラケットテニス 卓球 ビーチボール他
１０／３１バスケットボール ビーチボール他 卓球 １１／２ バドミントン ビーチボール他 卓球 １１／３ １１／４ ラケットテニス ビーチボール他 卓球
１１／７ バスケットボール 卓球 ビーチボール他１１／９ ラージボール卓球 卓球 ビーチボール他１１／１０ エアロビクス １１／１１ビーチボールバレー 卓球 ビーチボール他
１１／１４ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １１／１６ラージボール卓球 ビーチボール他 卓球 １１／１７ エアロビクス １１／１８ビーチボールバレー ビーチボール他 卓球
１１／２１ボクササイズ 卓球 ビーチボール他１１／２３ １１／２４ エアロビクス １１／２５ビーチボールバレー 卓球 ビーチボール他
１１／２８ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １１／３０ラージボール卓球 ビーチボール他 卓球 １２／１ １２／２
１２／５ ボクササイズ 卓球 ビーチボール他１２／７ ラージボール卓球 卓球 ビーチボール他１２／８ エアロビクス １２／９ ビーチボールバレー 卓球 ビーチボール他
１２／１２ボクササイズ ビーチボール他 卓球 １２／１４ラージボール卓球 ビーチボール他 卓球 １２／１５ エアロビクス １２／１６ビーチボールバレー ビーチボール他 卓球

※午後（フリー）は、指導者はつかずに卓球とビーチボール他（ビーチボールバレー、ラケットテニス、バドミントン）を前半、後半に
分け１時間３０分の入替え制となります。種目は、日程表をご確認ください。
※用具は、各自でご用意ください。
※卓球（フリー）を利用される方は抽選を行いますので、下記の時間までにお集まりください。
１２：５０（前半：１３：００分～１４：３０分を利用の場合） １４：３０（後半：１４：４０分～１６：１０分を利用の場合）
●種目説明
・ドッヂビー…軟らかい素材のフライングディスク（フリスビー）を使った、ドッヂボール形式のニュースポーツ
・ボクササイズ…ボクシングの動きを取り入れ、音楽に合わせて体を動かす全身を使った有酸素運動
・ラケットテニス…スポンジボールを専用のラケットで打ち合う室内版テニス
・フラバールバレー…バドミントンコートを使用し、チーム５人で「おにぎり型ボール」をワンバウンドさせて行うバレーボール
・けいらくビクス…ヨガ、気功の要素を取り入れ、体の経絡（ツボ）を刺激しながらゆったりと行うエアロビクス

スポーツ振興課／夜間個人開放
●各体育館で開催日に随時受け付け 参加費無料
●対象：市内在住・在勤の１６歳以上の方。ただし、保護者同伴の場合のみ小・中学生も利用できます。
●時間：１９：００～２１：００
●実施種目：卓球・バドミントン
●会場：月曜日／南体育館・西体育館 水曜日／第１体育館・北体育館（１０／５・２６、１１／２の第１体育館は第２体育館で行います。）
※開催日が休日の場合は、お休みとなります。また、大会等で利用できない場合がありますので日程をご確認ください
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募募集集

本講座は、講座の内容から講師の依頼など、市民参加による「こしがや
市民大学企画運営委員会」委員の、創意と工夫による手作りの講座です。

土曜日と金曜日の講座を開講
しています。２歳以上の無料
保育を行いますので、子育て
中の方も受講ができます。学
びの楽しさと大切さを感じる
ことや、学びのきっかけづく
りを提供します。

★
き
た
る
１１
月
２３
日
�
に
、
こ

し
が
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
１
１
が
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
や
、
健
康
増
進
の
た
め
の
体

操
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
市
民
文
化
祭
や
、
能
楽
の

会
な
ど
、
秋
は
素
敵
な
行
事
が

目
白
押
し
で
す
。
多
く
の
方
が

親
交
を
深
め
る
機
会
に
な
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

★
住
民
同
士
の
絆
の
大
切
さ
は
、

東
日
本
大
震
災
後
の
助
け
合
い

の
姿
に
も
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
言
い
伝
え
に
よ
っ

て
難
を
逃
れ
た
話
を
耳
に
す
る

と
、
寺
田
虎
彦
博
士
の
お
っ
し

ゃ
っ
た
よ
う
に
、
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
っ
て
き
ま
す
が
、
忘

れ
ぬ
よ
う
に
住
民
同
士
で
学
び
、

伝
え
て
ゆ
く
こ
と
も
可
能
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

★
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク

の
登
録
者
の
新
た
な
募
集
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
学
習
や
行
事
を

通
じ
て
広
が
る
市
民
同
士
の
親

交
か
ら
、
越
谷
市
の
過
去
と
現

在
の
姿
を
知
り
、
そ
の
記
憶
や

知
恵
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
次
代
に
つ
な
が
る

生
き
た
生
涯
学
習
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
後
も
生
涯
学
習

を
通
じ
て
、
市
民
同
士
の
生
き

た
学
び
の
輪
が
広
が
っ
て
い
け

ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
田

三
恵

学ぶあなたを応援します！

問合せ 越谷市生涯学習推進市民委員会 事務局 生涯学習課 生涯学習担当 �９６３－９２８３

『クラブ・サークル・団体ガイド』
平成２３年３月発行

地区センター・公民館や交流館、
老人福祉センター等で活動している
生涯学習に関するクラブ・サークル・
団体等を活動分野別に紹介する情報
紙です。
クラブに入会し、学習と新たな仲間
づくりをしたい方はご活用ください。
�掲載団体
クラブ・サークル ２９０団体
社会教育関係団体 １３２団体
�分野
①教育等一般 ②語学・国際理解
③産業・技術 ④芸術・文化
⑤スポーツ・レクリエーション
⑥家庭生活・趣味 ⑦市民生活・
環境・福祉 ⑧社会教育関係団体

『生涯学習リーダーバンク』登録者募集
地域にいるさまざまな分野の生涯学習のリーダー。
あなたも、そのリーダーとして登録しませんか。

１ 登録条件 生涯学習の下記の分野で指導ができる方で、いずれかの条
件に該当する方。①免許や資格がある ②講師や助言者と
しての指導経験がある ③さまざまな知識や経験がある

２ 分 野 ①教育 ②人文・社会科学・自然科学 ③産業・技術
④芸術・文化 ⑤家庭生活・趣味 ⑥市民生活・国際理解
⑦語学 ⑧スポーツ・レクリエーション・体力づくり

３ 募集期間 １１月３０日（水）まで
４ 提出書類 生涯学習リーダーバンク調査票
※調査票は、生涯学習課、各地区センター・公民館にあります。
市のホームページからもダウンロードできます

５ 提 出 先 ①生涯学習課
�３４３－８５０１
越ヶ谷４－２－１
※窓口は土曜・日曜・祝日閉庁

②各地区センター・公民館

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががやややややややややややややややややややややややややややややややややややややややや市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季季講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座

昨年度の様子

私私 ここんんななこことと
教教ええまますす！！

金曜講座 土曜講座

対 象：市内在住・在勤・在学の方 その他市内で活動している方
定 員：各講座１００人（館外学習５５人）※申込み多数＝抽せん
場 所：中央市民会館
参加費：無料
申込み：往復はがきに下記のとおり必要事項を記入

往信面 金曜講座または土曜講座のいずれか・館外学習の希望
「保育希望の有無・お子さんの氏名・年齢」
郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・電話番号
返信面 郵便番号・住所・氏名

締切り：１０月１１日（火）（必着）

こしがや市民大学 秋季講座
●金曜講座日程 午前９：３０～１１：３０

仮題／講師
安全・安心なまちづくり越谷
東日本大震災の対応と越谷市の災害対策

越谷市協働安全部副部長兼危機管理課長 荒井 隆之

私が学んだ越谷の歴史
越谷市市史専門委員 長島 正弘さん

現代中国と日本
文教大学国際学部教授 奥田 孝晴さん

館外学習（市バス使用）
足利学校と古河歴史博物館
音楽はなぜ心に響く～「こころ」「からだ」「社会」の
視点から～日本音楽療法学会常任理事 藤本 禮子さん

継続可能な社会を実現する自然エネルギーの
可能性
環境エネルギー政策研究所主席研究員 松原 弘直さん

●土曜講座日程 午前９：３０～１１：３０
仮題／講師

日本人と暦
日本カレンダー暦文化振興協会最高学術顧問 岡田 芳朗さん

３．１１地震 液状化による災害進行と飯岡の津波
技術士 今岡 亮司さん

今アラブで何が起きているのか？
東京大学先端科学技術研究センター准教授 池内 恵さん

館外学習（市バス使用）
筑波研究学園都市を訪ねて（測量と地図の科学
館、つくば植物園、食と農の科学館）
日本列島とミクロネシア

一橋大学大学院法学研究科
准教授 グレッグ・ドボルザークさん

地図を見たら人生観が広がる
日本地図センター理事長 野々村 邦夫さん

※ただし、初日と最終日は開講式・閉講式開催のため１１時４５分ま
で。１１／１１（金）、１１／２６（土）の時間は、館外学習のため午前８：３０
～１６：３０まで

※題目については変更する場合があります。

開催日

１０月２１日

１０月２８日

１１月４日

１１月１１日

１１月１８日

１１月２５日

開催日

１１月５日

１１月１２日

１１月１９日

１１月２６日

１２月３日

１２月１０日

№

１

２

３

４

５

６

№

１

２

３

４

５

６

金曜講座が１０月２１日（金）、土曜講座が１１月５日（土）に
中央市民会館で開講！受講生募集！

問合せ 生涯学習課 生涯学習担当
�３４３－８５０１ 越ヶ谷４－２－１ �９６３－９２８３
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